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（
五
） 

    
 
 
 

萬
延
二
酉
年 

 
 
 
 

文
久
元
酉
年
二
月
廿
八
日
改
元 

 
 

文
久
二
戌
年 

   
 
 
 
 

御 

供 

日 
記 

   
 
 
 
 
 

正
月
吉
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
控 

 
 
 
 
 

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
家
文
書
０
８ 

（
解
題
）
安
政
七
（
１
８
６
０
）
申
年
三
月
十
八
日
万
延
改
元
が
あ
っ
た
が
、

保
申
の
江
戸
城
出
仕
見
合
わ
せ
の
内
に
万
延
二
（
１
８
６
１
）
酉
年
と
な

り
、
こ
の
二
月
十
九
日
文
久
に
改
元
（
江
戸
で
の
公
布
日
は
若
干
異
な
る
）

と
目
ま
ぐ
る
し
く
時
代
は
変
化
し
た
。
本
文
書
は
前
掲
四
「
安
政
六
年
・

安
政
七
年
御
供
日
記
」
に
連
続
す
る
「
御
供
日
記
」
で
あ
る
が
、
何
故
か

万
延
二
年
最
後
の
二
カ
月
余
り
の
記
録
が
欠
落
し
、
突
然
二
月
十
八
日
の

四
月
朔
日
以
降
出
仕
願
で
始
ま
る
。
従
っ
て
万
延
二
年
正
月
十
三
日
に
老

中
か
ら
家
臣
に
下
命
さ
れ
た
高
輪
東
禅
寺
警
護
の
件
も
記
録
に
な
い
。
そ

の
後
保
申
は
三
月
末
頃
か
ら
老
若
へ
の
挨
拶
回
り
を
開
始
し
、
四
月
十
五

日
に
江
戸
城
本
丸
に
出
仕
を
始
め
て
い
る
が
、
五
月
二
十
八
日
東
禅
寺
襲

撃
事
件
の
褒
賞
は
民
部
少
輔
（
黒
川
藩
主
）
が
名
代
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

な
お
保
申
は
無
事
に
文
久
元
（
１
８
６
１
）
年
六
月
九
日
に
袖
留
（
半
元
服
）

を
経
て
、
同
九
月
十
一
日
に
前
髪
執
（
本
元
服
）
を
行
い
、
続
い
て
十
二
月

十
六
日
に
従
五
位
下
甲
斐
守
の
官
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
間
文
久
元
年
十
月
廿
日
和
宮
降
嫁
発
輿
（
同
十
一
月
十
五
日
江
戸
着
）

に
つ
き
、
江
州
領
内
御
道
中
警
固
の
下
命
が
あ
り
、
翌
文
久
二
年
二
月
の

将
軍
家
茂
と
和
宮
の
婚
儀
に
は
保
申
も
参
列
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
四

月
十
五
日
に
入
部
（
お
国
入
り
）
の
許
可
を
得
て
、
諸
方
に
暇
乞
い
を
行

っ
た
う
え
で
五
月
四
日
に
無
事
発
駕
（「
御
供
日
記
」
は
終
了
）
、
同
十
九

日
郡
山
入
部
と
な
る
。 
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１ 

萬
延
二
酉
年 

 
 
 

文
久
元
酉
年
二
月
廿
八
日
改
元 

 
 

 
文
久
二
戌
年 

 
 
 
 
 

御 

供 

日 

記 

 
 
 
 
 
 

正
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
控 

 

（
注
）
安
政
六
（
１
８
５
９
）
未
年
十
月
一
日
に
保
申
の
将
軍
御
目
見
（
御
乗
出
）
、
翌
安
政
七
（
１
８
６

０
）
申
年
三
月
三
日
に
櫻
田
門
の
変
、
同
十
八
日
万
延
改
元
、
さ
ら
に
翌
万
延
二
（
１
８
６
１
）
酉
年

二
月
十
九
日
文
久
に
改
元
（
江
戸
で
の
公
布
日
は
若
干
異
な
る
）
。
本
書
は
万
延
二
年
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
が
、
二
月
の
文
久
改
元
ま
で
の
期
間
は
本
文
記
事
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
前
書
０
７
「
安
政
六
・

七
年
御
供
日
記
」
は
万
延
元
年
末
ま
で
の
記
録
で
あ
り
、
本
書
は
万
延
二
年
（
文
久
元
年
）
二
月
か
ら

の
記
録
な
の
で
、
一
応
連
続
し
て
い
る
が
、
何
故
か
正
月
か
ら
二
月
十
七
日
ま
で
の
記
事
は
欠
落
し
て

い
る
。
当
時
の
藩
主
保
申
は
十
五
歳
頃
。
な
お
万
延
二
年
正
月
十
三
日
に
老
中
よ
り
高
輪
東
禅
寺
警
護

下
命
（
保
申
は
出
席
し
て
い
な
い
）、
五
月
東
禅
寺
襲
撃
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。 

 
 
 

ま
た
保
申
は
文
久
元
年
六
月
九
日
に
袖
留
（
半
元
服
）
を
経
て
、
同
九
月
十
一
日
に
前
髪
執
（
本
元

服
）
を
行
い
、
続
い
て
十
二
月
十
六
日
に
従
五
位
下
甲
斐
守
の
官
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
十
月

廿
日
和
宮
降
嫁
発
輿
に
つ
き
、
江
州
領
内
御
道
中
警
固
の
下
命
（
同
十
一
月
十
五
日
江
戸
着
）、
翌
文

久
二
年
二
月
に
婚
儀
が
あ
り
、
保
申
も
参
列
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
四
月
十
五
日
に
入
部
（
お
国
入

り
）
の
許
可
を
得
て
、
諸
方
に
暇
乞
い
を
行
っ
た
う
え
で
五
月
四
日
に
無
事
発
駕
（
「
御
供
日
記
」
は

終
了
）、
同
十
九
日
郡
山
入
部
と
な
る
。 

 
 

 

２ 

一 

二
月
十
八
日 

殿
様
当
四
月
朔
日
ゟ
月
次
・
五
節
句
御
出
仕
御
願
被
為
遊
候
、
御
内
含
有 

之
候
ニ

付
心
得
候
様
、
大
目
付
ゟ
申
談
有
之
候
旨
、
同
役
ゟ
申
通
候 

 

 

一 

二
月
廿
四
日 

御
乗
物
、
此
度
二
重
黒
ニ

相
成
候
ニ

付
、
明
日
見
分
有
之
候
旨
、
大
目
付
孫 

右
衛
門
申
談
候 

 

（
注
）
二
重
黒
は
駕
籠
の
格
式
を
示
す
。
当
時
大
目
付
の
岩
手
孫
右
衛
門
は
元
治
二
年
の
保
申
藩
内
巡
行
に

用
人
と
し
て
随
伴
し
て
い
る
が
、
彼
は
安
政
三
年
辰
作
成
の

○分
か
ら
削
除
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く

後
継
者
で
あ
ろ
う
岩
手
武
次
郎
が
慶
応
三
年
卯
七
月
に
十
七
歳
で
松
之
間
詰
二
百
二
十
石
国
許
勤
と

い
う
破
格
の
処
遇
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

  

一 

二
月
廿
五
日 

 
 

 

今
日
、
御
乗
物
御
修
復
見
分
罷
出
候
処
、
是
迄
之
御
乗
物
南
部
美
濃
守
様 

 
 

 

之
御
乗
物
之
通
ニ

被
仰
付
候
様
、
見
分
相
済
申
候 

 

（
注
）
南
部
美
濃
守
は
盛
岡
藩
二
十
万
石
藩
主
で
、
外
様
で
は
あ
る
が
準
国
主
と
し
て
同
格
扱
い
か
。 

  

一 

三
月
十
一
日 

 
 

 

今
日
、
御
駕
籠
棒
見
分
相
済
申
候 

  

一 

三
月
十
三
日 

 
 

 

殿
様
御
供
立
、
先
年
之
通
ニ
而

御
出
有
之
候
旨
、
孫
右
衛
門
申
聞
候
、
同
役 

相
之
間
頭
へ
申
通
候 

 

３ 

 

一 

三
月
廿
五
日 

晴
風 

 
 

 

今
日
ゟ
先
格
之
通
御
番
引
、
大
目
付
申
達
候
処
、
御
番
引
被
仰
付
候 
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（
注
）
番
引
（
引
番
）
は
休
暇
の
こ
と
か
。 

  
一 

三
月
廿
六
日 

晴 

 
 
 

殿
様
五
時
御
供
揃
ニ
而

、
稲
垣
信
濃
守
様
江

被
為
入
候
、
四
時
前 

御
帰
殿 

 

（
注
）
稲
垣
信
濃
守
は
鳥
羽
三
万
石
第
五
代
藩
主
長
明
と
思
わ
れ
る
が
、
特
別
の
関
係
は
不
詳
。 

  

一 

同
月
廿
七
日 
晴
風 

 
 
 

今
日
、
二
重
黒
御
乗
物
出
来
栄
見
分
相
済
申
候 

  

一 

四
月
朔
日 

 

晴 

 
 
 

殿
様
六
時
御
供
揃
ニ
而
、

小
笠
原
佐
渡
守
様
へ
被
為
入
、
御
同
道
ニ
而 

御
本 

丸
江

御
登
城
被
遊
候
、
御
退
出
ゟ
御
老
中
様
方
へ
御
廻
勤
、
四
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

阿
部 

 

４ 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
詰
所
へ
罷
出
申
達
候
、 

 
 
 
 
 
 

割
子
大
手
下
馬
へ
五
時
参
着 

 

（
注
）
小
笠
原
佐
渡
守
は
唐
津
六
万
石
第
五
代
藩
主
長
国
、
先
代
長
和
は
祖
父
保
泰
の
子
で
あ
り
、
御
乗
出 

に
お
け
る
頼
役
（
後
見
人
）
の
一
員
。 

 
 

 

 

一 

四
月
三
日 

小
雨
合
羽
着 

 
 
 

殿
様
五
半
時
、
御
供
揃
ニ
而 

 
 
 
 

奥
平
大
膳
太
夫
様 

 
 
 
 

酒
井
左
衛
門
尉
様 

 
 
 
 

松
平
左
衛
門
尉
様 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

小
笠
原
佐
渡
守
様 

 
 

 

被
為
入
九
時 

 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 

但
、
割
子
宅
廻
し 

 

（
注
）
頼
役
の
諸
大
名
へ
の
廻
勤 

 
 
 

奥
平
大
膳
大
夫
は
中
津
十
万
石
藩
主
昌
服
、
祖
父
昌
高
は
真
華
院
と
同
じ
島
津
重
豪
の
子
。 

酒
井
左
衛
門
尉
は
庄
内
十
七
万
石
藩
主
忠
発
で
、
徳
川
四
天
王
家
の
嫡
流
。 

松
平
左
衛
門
尉
は
豊
後
府
内
二
万
石
藩
主
近
説
、
桑
名
藩
よ
り
養
子
（
真
田
幸
貫
の
甥
） 

小
笠
原
佐
渡
守
は
前
項
の
通
り
唐
津
六
万
石
藩
主
長
国 

 
 

 

 

一 

四
月
九
日 

晴 

 
 

 

殿
様
四
時
御
供
揃
ニ
而

、
稲
垣
信
濃
守
様
へ
被
為
入
候
、
夫
ゟ
月
桂
寺
へ 

御
参
詣
被
為
遊
候 

御
帰
殿
七
時
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

５ 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
申
達
候
、
月
桂
寺
へ
附 

割
子 

 

（
注
）
当
日
の
命
日
該
当
者
は
見
当
た
ら
ず
、
或
い
は
保
民
（
四
月
十
二
日
）
の
実
命
日
か
。 

  

一 
四
月
十
日 

晴 

 
 

 

殿
様
五
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

 
 

 

常
憲
院
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
為
遊
候
、
寒
松
院
江

御
立
寄
、
八
半
時 

 
 

 

御
帰
殿 
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但
、
月
次
御
出
仕
、
初
而

御
立
寄
被
遊
候
ニ

付
、
御
刀
番
・
御
簾
役
・
相
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（「
脇
」
脱
） 

間
頭
・
御
駕
籠
・
御
先
相
之
間
迄
、
酒
・
吸
物
・
肴
二
種
差
出
申
候 

 
 
 
 
 
 

下
部
へ
ハ
酒
斗
出
、
惣
附
割
子 

 

（
注
）
常
憲
院
は
五
代
将
軍
綱
吉
、
宝
永
六
（
１
７
０
９
）
年
一
月
十
日
没
。
柳
澤
家
に
と
っ
て
大
恩
あ
る 

綱
吉
の
命
日
（
十
日
）
に
は
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
は
月
参
り
が
行
わ
れ
て
い
る
（
以
下
注
略
）
。 

な
お
御
先
相
之
間
ま
で
が
士
分
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
。 

  

一 

四
月
十
一
日 

晴 

 
 
 

殿
様
六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
本
多
左
京
様
御
同
道
ニ
而

為
御
對
客
、
本
多
美 

濃
守
様
被
為
入
候 

御
帰
殿
五
半
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

６ 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
、
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
へ
申
達
候 

 

（
注
）
本
多
左
京
は
山
田
佐
渡
守
と
共
に
御
乗
出
に
お
け
る
御
先
手
旗
本
で
、
大
名
取
次
（
御
用
頼
）
の
役 

割
を
果
た
し
た
。
な
お
本
多
左
京
は
茶
人
で
知
ら
れ
た
旗
本
で
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。 

本
多
美
濃
守
忠
民
は
岡
崎
六
万
石
藩
主
で
、
万
延
元
年
に
老
中
。 

  

一 

四
月
十
五
日 

雨 

桐
油
着 

 
 
 

六
半
時
御
供
揃
ニ
而 

 

御
本
丸
江

御
登
城
被
遊
候
、
四
時
過 

御
帰
殿 

 

（
注
）
桐
油
は
ア
ブ
ラ
ギ
リ
か
ら
抽
出
し
た
防
水
油
で
、
こ
の
場
合
は
防
水
合
羽
を
着
用
し
た
こ
と
。 

  
 
 

四
月
十
七
日 

雲 

 

一 

殿
様
五
時
御
供
揃
ニ
而

上
野 

御
宮
江

御
参
詣
被
遊
候
、
寒
松
院
へ
御
立
寄 

 
 

 

四
時
過
御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
詰
所
へ
罷
出
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 

（
注
）
上
野
御
宮
は
寛
永
寺
東
照
宮
。
寒
松
院
は
藤
堂
家
寄
進
の
上
野
寛
永
寺
塔
頭
で
、
郡
山
藩
定
坊
と
な 

っ
て
い
た
。
な
お
四
月
十
七
日
は
家
康
祥
月
命
日
。 

  
 

 

四
月
十
八
日 

雨 

桐
油
着 

 

一 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
為
御
對
客
松
平 

７ 

 
 

 

豊
前
守
様
被
仰
込
為
御
逢
、
安
藤
對
馬
守
様
被
為
入
、
四
半
時
過
御
帰
殿 

 

（
注
）
松
平
豊
前
守
は
丹
波
亀
山
六
万
石
藩
主
、
万
延
元
年
老
中
。
安
藤
對
馬
守
は
磐
城
平
六
万
石
藩
主
、 

安
政
七
年
一
月
老
中
。 

  
 

 

四
月
十
九
日 

晴 

 

一 

殿
様
明
廿
日
五
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野
大
猷
院
様
御
霊
屋
江
、

御
参
詣
被
仰 

出
候
処
、
御
當
日
ニ

相
成
御
延
引 

 

（
注
）
大
猷
院
は
三
代
将
軍
家
光
、
命
日
は
四
月
廿
日
。 

  
 

 
四
月
廿
八
日 

雨 

桐
油
着 

 

一 

殿
様
六
半
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
、
四
時
過 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 
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但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
江

申
達
候 

  
 
 

五
月
五
日 

 

雨 

桐
油
着 

 

一 
六
半
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而 

御
本
丸
江

御
登
城
、
御
退
出
ゟ
御
用
番
久
世 

大
和
守
様
へ 

８ 

 
 
 

被
為
入
候
、
四
半
時 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
今
日
雨
天
ニ

付
、
御
廻
勤
御
断
被
仰
出
候
得
共
、
御
節
句
月
次
初
而
ニ 

付
、
御
用
番
様
斗
へ
被
為
入
候
、
割
子
下
馬
へ
五
時
参
着 

 

（
注
）
久
世
大
和
守
は
関
宿
六
万
八
千
石
藩
主
広
周
、
万
延
元
年
か
ら
文
久
二
年
老
中
再
任
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
り 
久
次
郎
代
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

長
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

清
次
郎
代
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

佐
吉 

 
 
 

御
先
箱
持
・
御
道
具
持
、
清
次
郎
・
久
次
郎 

 
 
 

右
之
者
病
気
跡
代
り
、
今
日
目
見
江

相
済
申
候 

  
 
 

五
月
七
日 

 

晴 

 

一 

金
弐
両
弐
分
也 

 
 
 
 

右
御
手
當
金
被
下
候
旨
、
大
目
付
孫
右
衛
門
申
聞
候
、
同
役
相
之
間
頭 

へ
申
通 

 

９ 

 
 
 

五
月
八
日 

 

晴 

 

一 

五
時
御
供
揃
ニ
而

上
野 

厳
有
院
様
御
霊
屋
へ
御
参
詣
、
四
半
時 

 

御
帰
殿 

 
 

 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
厳
有
院
は
四
代
将
軍
家
綱
、
五
月
八
日
命
日
。 

  
 

 

同
日 

 

一 

今
日
ゟ
日
笠
御
免
被
仰
出
候 

  
 

 

五
月
十
日 

 

晴 

 

一 

五
時
御
供
揃
ニ
而

月
桂
寺
へ
御
参
詣
、
四
半
時 

御
帰
殿 

 

（
注
）
五
月
十
日
は
保
泰
命
日
。 

  
 

 

五
月
十
五
日 

 

 

一 

殿
様
少
々
御
不
快
ニ
而

、
今
日 

御
登
城
無
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
０ 

 
 

 

同
日 

 

一 

松
本
覚
之
助
、
妻
昨
夜
六
時
出
産
、
男
子
致
出
生
候
ニ

付
案
内
有
之 

 

（
注
）
松
本
覚
之
助
は
相
ノ
間
頭
。
５
８
で
加
増
を
受
け
て
い
る
。 

  
 

 
同
月
廿
三
日 

 

晴 

 

一 

殿
様
五
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而

、
本
多
左
京
様
御
同
道
ニ
而

為
御
逢
、
久
世
大 

和
守
様
被
為
入
候
四
時 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 
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阿
部 

 
 
 
 

但
し
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
申
達
候 

 
（
注
）
本
多
左
京
は
６
（
注
）。
久
世
大
和
守
は
８
（（
注
）
を
参
照 

  
 
 

六
月
朔
日 

 

晴 

 

一 

殿
様
少
々
御
不
快
ニ

付
、
今
日 

御
登
城
無
之 

 

１
１ 

 
 
 

六
月
九
日 

 

晴 

 

一 

九
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
老
中
・
御
側
御
用
人
様
御
廻
勤
被
為
遊
候
、
八
時 

過 

御
帰
殿 

 
 

但
、
今
日
御
廻
勤
者

、
御
袖
留
為
御
祝
儀
、
被
為
入
候 

 

（
注
）
江
戸
時
代
に
お
い
て
，
男
子
の
成
年
式
に
当
た
る
元
服
の
お
り
に
，
そ
れ
ま
で
着
て
い
た
振
袖
の
脇 

を
ふ
さ
ぐ
こ
と
。
腋
（
わ
き
）
ふ
さ
ぎ
と
も
い
う
。
元
服
は
，
一
般
的
に
十
三
歳
こ
ろ
の
半
元
服
と
、 

十
五
歳
こ
ろ
の
本
元
服
と
に
分
か
れ
る
が
，
袖
留
は
半
元
服
の
一
行
事
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
半
元
服 

に
は
，
額
直
し
な
ど
と
称
し
て
額
の
す
み
の
髪
を
剃
る
と
と
も
に
袖
留
を
行
い
，
本
元
服
に
当
た
っ
て 

前
髪
を
剃
り
，
武
士
社
会
で
は
こ
の
お
り
に
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
。 

  
 
 

同
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
陸
尺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

新
吉
代
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉄
五
郎 

 
 
 
 

右
之
者
病
気
ニ

付
、
跡
代
り
目
見
相
済
申
候 

  
 
 

同
日 

 

一 

殿
様
明
十
日
六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
出
被
仰
出
候
処
、
御
延
引 

  

一 

六
月
十
二
日 

晴 

１
２ 

 
 

 

御
乗
物
、
新
規
ニ

付
木
地
見
分
有
之
、
罷
出
見
分
相
済
申
候 

 
 

 

一 

六
月
十
六
日
雲 

五
半
時
ゟ
雨 

桐
油
着 

 
 

 

殿
様
六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
、
御
退
出
ゟ
本
多
中
務
大
輔
様 

御
用
番
様
へ
被
為
入
候
、
四
半
時 

御
帰
殿 

 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
申
達
候
、
今
日
御
目
見
初
而

嘉
祥
ニ

付
、

御
用
番
様
へ
被
為
入
候
、
割
子
大
手
下
馬
へ
五
時
参
着 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

阿
部 

 

（
注
）
嘉
祥
（
か
じ
ょ
う
）
は
、
六
月
十
六
日
、
菓
子
ま
た
は
餅
を
神
に
供
え
た
あ
と
に
食
し
、
疫
病
を
払
う

行
事
。
徳
川
幕
府
で
は
、
こ
の
日
御
目
見
以
上
の
諸
士
に
、
大
広
間
で
お
菓
子
を
賜
る
例
で
、
こ
れ
を
嘉

祥
頂
戴
と
言
っ
た
。
本
多
中
務
大
輔
（
美
濃
守
）
は
岡
崎
六
万
石
藩
主
忠
民
、
万
延
元
年
か
ら
老
中
。
な

お
保
申
の
将
軍
「
御
目
見
」
は
安
政
六
（
１
８
５
９
）
年
十
月
一
日
。 

  

一 

六
月
廿
日 

 

晴 

 
 

 

六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

有
徳
院
様
御
霊
屋
江

御
参
詣
、
四
時
前 

 

御
帰
殿 

 
但
、
寒
松
院
江

御
立
寄 

 

（
注
）
有
徳
院
は
八
代
将
軍
吉
宗
、
命
日
六
月
廿
日 
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１
３ 

 
 
 

六
月
廿
五
日 

雨 

桐
油
着 

 
 
 

殿
様
六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
本
多
美
濃
守
様
へ
御
内
書
為
御
受
、
被
為
入 

 
 
 

候
、
夫
ゟ
暑
中
為
御
見
舞
、
御
老
若
様
方
・
松
平
佐
渡
守
様
へ
被
為
入
候 

四
時 
御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
へ
申
達
候 

 

（
注
）「
御
内
書
」
は
三
季
（
端
午
・
重
陽
・
歳
暮
）
祝
儀
の
返
状
と
し
て
特
定
の
大
名
に
将
軍
か
ら
発
せ 

ら
れ
た
も
の
。
本
多
美
濃
守
は
６
（
注
）
参
照
。 

 

六
月
廿
七
日 

晴 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
大
名
路
邊
暑
中
御
廻
勤
被
為
遊
候
、
四
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
大
名
路
は
西
の
丸
東
側
の
大
名
小
路
か
。 

 

１
４ 

 

一 

今
朝
鎌
之
助
、
差
掛
見
合
致
候
ニ

付
、
修
輔
御
簾
役
助
被
仰
付
候 

 

 

（
注
）
野
崎
鎌
之
助
は
「
慶
応
三
年
御
供
日
記
」
で
御
使
番
に
転
任
。
以
下
に
体
調
不
良
記
事
が
続
く
。 

 
 

修
輔
は
安
政
七
年
記
事
２
２
・
４
０
の
池
澤
修
輔
と
思
わ
れ
る
が
名
簿
欠
。 

 

 

一 

同
月
廿
八
日 

晴 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
真
田
信
濃
守
様
・
戸
田
采
女
正
様
・
松
平
修
理
太
夫 

様
・
大
久
保
加
賀
守
様
へ
、
暑
中
為
御
見
舞
被
為
入
候
、
四
時 

御
帰
殿 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
真
田
・
戸
田
・
島
津
松
平
は
以
下
の
通
り
、
當
時
の
有
力
親
類
筋
。 

真
田
信
濃
守 

真
田
家
松
代
藩
十
万
石
第
九
代
藩
主
信
濃
守
幸
教
で
あ
る
。
真
田
家
と
柳
澤
松
平
家
（
以 

下
柳
澤
家
）
の
関
係
は
、
松
代
藩
第
四
代
弾
正
忠
信
弘
の
娘
輝
子
が
郡
山
藩
第
二
代
伊
信
（
信
鴻
） 

の
継
室
（
後
妻
）
と
な
り
、
第
三
代
保
光
を
生
ん
だ
（
正
室
の
藩
主
実
母
は
柳
澤
家
で
唯
一
例
）
こ 

と
に
始
ま
る
。
さ
ら
に
松
代
藩
第
八
代
に
松
平
定
信
の
子
幸
貫
が
養
子
藩
主
と
な
り
、
譜
代
に
席
替 

え
し
て
老
中
に
な
っ
た
が
、
そ
の
世
子
豊
後
守
幸
良
（
栄
）
の
正
室
と
し
て
郡
山
藩
第
四
代
保
泰
の 

娘
牧
（
定
）
子
を
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
幸
良
は
藩
主
就
任
の
前
に
三
十
歳
で
没
し
、
幸
良
の
子
幸
教 

が
第
九
代
藩
主
と
な
り
、
牧
子
は
貞
松
院
と
な
っ
た
。
従
っ
て
牧
子
は
藩
主
嫡
母
で
は
あ
る
が
、
幸 

教
は
祖
父
幸
貫
の
養
子
と
し
て
藩
主
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
若
干
微
妙
な
立
場
か
も
し
れ
な
い
。 

戸
田
采
女
正 

戸
田
家
大
垣
藩
十
万
石
第
十
代
采
女
正
氏
彬
で
あ
る
。
先
代
氏
正
の
正
室
親
子
が
、
淑
子 

と
同
じ
く
島
津
重
豪
の
娘
で
、
保
申
に
と
っ
て
は
従
兄
弟
関
係
に
な
る
。
ま
た
第
七
代
氏
教
（
老
中
） 

の
娘
貞
子
が
、
郡
山
藩
四
代
保
泰
の
正
室
で
あ
る
。 

 
 

松
平
修
理
太
夫 

島
津 

忠
義
は
薩
摩
藩
の
第
十
二
代
（
最
後
の
）
藩
主
、
十
一
代
藩
主
斉
彬
の
弟
久 

光
の
子
で
斉
彬
の
娘
暐
姫
の
婿
養
嗣
子
と
な
り
、
安
政
六
（
１
８
５
９
）
年
二
月
、
従
四
位
下
左 

近
衛
少
将
に
叙
任
さ
れ
修
理
大
夫
を
称
す
る
。
淑
子
実
家
の
当
主
で
あ
る
。 

大
久
保
加
賀
守 

小
田
原
十
万
三
千
石
藩
主
忠
慇
と
思
わ
れ
る
が
、
父
忠
真
の
高
祖
父
大
蔵
少
輔
忠 

英
（
方
）
の
正
室
が
吉
保
の
養
女
（
了
真
院
幾
子
）
実
は
野
宮
宰
相
定
基
の
娘
。
同
人
の
高
祖
父 

出
羽
守
忠
興
の
正
室
が
吉
里
娘
（
本
光
院
輝
子
）
。 

  

一 

同
月
廿
九
日 
晴 
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此
節
柄
ニ

付
、
明
日
ゟ
御
供
之
面
々
拾
人
、
御
増
被
成
候
旨
、
大
目
付
久 

 
 
 

城
壮
輔
申
聞
候
、
野
崎
鎌
之
助
、
明
朔
日
ゟ
出
勤
ニ

付
、
案
内
有
之 

  

（
注
）
桜
田
門
外
の
変
に
よ
る
供
人
数
増
加
。 

  

一 

七
月
朔
日 

 

晴 

 
 

 

六
半
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而

、
御
登
城
被
遊
候
、
四
時 

 
 

御
帰
殿 

 

１
５ 

 

一 

七
月
四
日 

 

雨 

 
 
 

野
崎
鎌
之
助
、
今
日
ゟ
見
合
致
候
ニ

付
、
修
輔
御
簾
役
助
勤
被
仰
付
候 

  

一 

七
月
五
日 

 

雨
桐
油
着 

 
 
 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
為
御
對
客
内
藤
紀
伊
守
様
へ
被
為
入
候
、
五
時
過 

 
 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、
申
達
候 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 

（
注
）
内
藤
紀
伊
守
は
村
上
五
万
石
藩
主
信
親
で
嘉
永
四
年
か
ら
文
久
二
年
ま
で
老
中
。 

  

一 

七
月
七
日 

五
半
時
ゟ
雨 

桐
油
着 

 
 
 

野
崎
鎌
之
助
、
見
合
今
日
迄
ニ

付
、
神
文
状
頼
越
候
ニ

付
、
大
目
付
へ
差 

出
申
候 

 

（
注
）
神
文
状
は
誓
約
書
で
あ
る
が
、
野
崎
は
単
な
る
病
気
で
は
な
く
何
か
不
都
合
が
あ
っ
た
の
か
。 

 

 

一 

同
日 

１
６ 

 
 

 

殿
様
六
半
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
被
遊
候
、
四
時
過 

 
 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

  
 

一 

七
月
十
日 

 

雨 

 
 

 

今
日
六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

常
憲
院
様
御
参
詣
被
仰
出
候
処
、
御 

 
 

 

供
相
揃
候
処
御
延
引 

 

（
注
）
五
代
将
軍
綱
吉
５
（
注
）
参
照
。
た
だ
雨
で
延
引
し
た
の
は
矢
張
り
体
調
不
良
が
あ
っ
た
の
か
。 

  

一 

七
月
十
三
日 

雲
、
九
半
時
ゟ
大
風
雨 

桐
油
着 

殿
様
六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
稲
垣
信
濃
守
様
・
月
桂
寺
惣
御
霊
屋
江

御
参
詣 

夫
ゟ
駒
込
龍
花
庵
へ
御
参
詣
被
為
遊
、
八
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 
 
 
 

割
子
駒
込
御
屋
敷
へ
四
時
参
着 

 

（
注
）
綱
吉
の
命
日
参
詣
を
延
引
し
て
お
い
て
三
日
後
に
大
風
雨
を
つ
い
て
外
出
は
よ
ほ
ど
の
用
務
か
？ 

 
 

な
お
龍
華
庵
に
は
内
々
に
綱
吉
霊
屋
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

１
７ 

 

一 

七
月
十
七
日 

 
 

 

先
達
而

十
三
日
御
出
之
節
、
御
道
御
遠
方
、
殊
ニ

御
帰
懸
大
雨
ニ
而

下
部
之
者 

 
 

 

へ
御
酒
代
被
下
置
候
様
仕
度
旨
、
御
刀
番
へ
申
出
候
処
、
伺
之
上 
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御
思
召
ニ
而

御
手
傍
ゟ
被
下
置
候
旨
、
御
刀
番
ゟ
申
聞
候
、
則
御
徒
目
付
へ 

 
 
 

申
談
候 

 
 
 
 

左
之
通 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

御
草
り
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
心 

 
 
 
 
 

百
四
十
八
文
ツ
ヽ 

小
人
目
付 

 
 
 

七
十
六
文
ツ
ヽ 

 

御
陸
尺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

御
厩
小
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
駕
籠
小
頭 

 
 

四
十
八
文
ツ
ヽ 

 

中
間 

 

（
注
）
こ
れ
ら
の
端
数
は
九
六
銭
勘
定
に
関
係
か

。 

  

一 

同
月
廿
日 

１
８ 

 
 
 

野
崎
鎌
之
助
、
當
月
上
旬
ゟ
風
毒
ニ
而

引
込
罷
在
候
処
、
風
毒
者

快
罷
成
候 

得
共
、
此
節
眼
気
ニ
而

相
勝
不
申
候
ニ

付
、
自
由
ケ
間
敷
奉
存
候
得
共
、
何 

卒
月
代
剃
、
木
村
松
演
へ
日
々
罷
越
、
療
治
受
申
度
、
願
書
差
出
呉
候
様 

頼
越
候
ニ

付
、
大
目
付
へ
差
出
申
候 

 

（
注
）
風
毒
は
脚
気
・
運
動
障
害
等
の
こ
と
。
眼
気
は
所
謂
眼
病
全
般
を
い
う
。
な
お
「
慶
応
三
年
御
供
日 

記
」
で
は
松
本
覚
之
助
が
眼
気
に
苦
し
ん
で
い
る
。 

 

 

一 

七
月
廿
一
日 

晴 

 
 
 

御
乗
物
出
来
栄
見
分
有
之
候
ニ

付
、
罷
出
見
分
相
済 

  

一 

七
月
廿
二
日 

晴 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
芝 

慎
徳
院
様
御
霊
屋
御
参
詣
、
五
半
時
過 

 

御
帰
殿 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
慎
徳
院
は
十
二
代
将
軍
家
慶
、
嘉
永
六
（
１
８
５
３
）
年
七
月
二
十
二
日
没
。 

 

１
９ 

 

一 

七
月
廿
七
日 

晴
風 

 
 

 

野
崎
鎌
之
助
、
明
廿
八
日
ゟ
出
勤
ニ

付
、
案
内
有
之 

 
 

 
 

 
 

 

同
日 

 
 

 

殿
様
少
々
御
不
快
ニ

付
、
明
日
之
御
登
城
無
之 

  

一 

八
月
朔
日 

 

晴 

 
 

 

殿
様
少
々
御
不
快
ニ

付
、
御
登
城
無
之 

  

一 

八
月
八
日 

 

晴 

 
 

 

六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

温
恭
院
様
御
祥
月
ニ

付
、
御
霊
屋
へ
御
参
詣 

 
 

 

被
遊
、
御
帰
懸
奥
平
大
膳
大
夫
様
、
時
候
御
見
舞
と
し
て
被
為
入
候
、
四 

半
時 

 

御
帰
殿 

 

但
、
割
子
寒
松
院
へ
参
着 

 

 

（
注
）
温
恭
院
は
十
三
代
将
軍
家
定
、
安
政
五
（
１
８
５
８
）
年
八
月
八
日
没
。 

 
 
 

奥
平
大
膳
太
夫
は 

４
四
月
三
日
（
注
）
参
照
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
０ 

 

一 

八
月
九
日 

 

雨 

 
 

 

殿
様
明
十
日
上
野 

常
憲
院
様
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
仰
出
候
処
、
夜
ニ

入 

 
 

 

御
延
引 
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（
注
）
七
月
十
日
に
も
同
様
に
延
引
に
な
っ
て
い
る
。 

  

一 
八
月
十
五
日 

雨 

桐
油
着
四
時
ゟ
晴 

 
 
 

六
半
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而 

御
本
丸
江

御 

登
城
、
九
時
前 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

  

一 

八
月
十
七
日 

雨 

 
 
 

野
崎
鎌
之
助
、
見
合
致
候
ニ

付
、
修
輔
御
簾
役
助
勤
被
仰
付
候 

 

（
注
）
１
４
・
１
５
参
照 

 

２
１ 

 

一 

八
月
十
八
日 

晴 

 
 
 

六
半
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而

、
為
御
對
客
松
平
豊
前
守
様
へ
被
為
入
候
、 

 
 
 

五
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
松
平
豊
前
守
は
７
四
月
十
八
日
参
照
。 

  

一 

八
月
廿
日 

 

晴 

 
 
 

野
崎
鎌
之
助
、
神
文
状
差
出
申
候 

  
 
 

同
日 

 
 

 

殿
様
明
廿
一
日
、
上
野
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
仰
出
候
処
、
差
遣
之
趣
ニ
而 

 
 

 

御
延
引 

  

一 

八
月
廿
三
日 

雲 

 
 

 

殿
様
明
廿
四
日
、
上
野 

常
憲
院
様
御
霊
屋
へ
、
御
参
詣
被
仰
出
候
処
、 

 
 

 

夕
七
時
過
御
延
引 

  

一 

八
月
廿
四
日 

雲 

夜
ニ

入 

２
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旅
） 

（
徒
黨
） 

 
 

 

當
五
月
廿
八
日
夜
、
高
輪
東
禅
寺
英
吉
利
人
族
宿
江
、

徍
堂
及
乱
妨
候
者 

 
 

 

有
之
候
節
、
同
所
江

相
詰
居
候
家
来
共
格
別
ニ

相
働
討
取
候
者
も
有
之
段 

 
 

 

畢
竟
常
々
申
付
方
行
届
候
故
之
儀
与

、
一
段
之
事
被
思
召
候
、
依
之
拝
領 

 
 

 

物
被
仰
付
候
、
為 

御
名
代
民
部
少
輔
様
、
御
登
城
被
遊
候
、
御
拝
領
物 

 
 

 

左
之
通 

 
 
 
 
 
 
 

御
時
服 

 

十 

 
 
 
 
 
 
 

御
鞍
鐙 

 

（
注
）
家
譜
附
録
に
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
（
大
略
）
。 

 
 

 
 

五
月
廿
九
日 

達
月
番
老
中
曰
、
昨
夜
四
鼓
半
頃
、
徒
党
者
大
勢
潜
入
于
高
輪
東
禅
寺
英
吉
利

人
旅
宿
而
乱
妨
、
警
固
之
家
臣
等
遮
闘
追
逮
。
斬
三
人
。（
略
）
保
申
家
臣
被
重

創
者
一
人
、
小
創
二
人
。 

 
 
 
 

八
月
廿
四
日 

保
申
名
代
柳
澤
民
部
少
輔
光
昭
登
城
。（
略
）
松
平
豊
前
守
信
義
以
書
附
伝
旨
曰
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
五
月
廿
八
日
夜
、
浪
士
徒
党
者
潜
入
高
輪
東
禅
寺
英
吉
利
人
旅
宿
而
乱
妨
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保
申
家
臣
等
由
健
闘
斬
殺
頗
有
勤
労
、
賜
保
申
時
服
十
、
鞍
鐙
。 

 
 
 
 

同
日 

 
 
 

外
国
掛
老
中
安
藤
対
馬
守
信
睦
、
召
家
臣
十
三
人
於
蘇
鉄
之
間
、
賜
白
銀
時
服
、
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賜
各
有
等
差
。
由
預
前
件
之
事
也
。
同
日
、
預
前
件
之
事
者
賜
褒
美
銀
廿
枚
宛
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
３ 

 

一 
八
月
廿
七
日 

晴 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

常
憲
院
様
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
為
遊
候
、
九 

時
前 

 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
被
遊
候
段
、
御
年
寄
詰
所
へ
罷
出
、
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

  

一 

九
月
朔
日 

 

晴 

 
 

 

六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、 

御
本
丸
江

御
登
城
被
遊
候
、
四
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

  

一 

九
月
五
日 

 

晴 

２
４ 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
月
桂
寺
江

御
参
詣
被
遊
候
、
九
時
前 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
九
月
五
日
は
、
吉
里
の
祥
月
命
日
。 

  

一 

九
月
八
日 

 

雨 

桐
油
着 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

淩
明
院
様
御
祥
月
ニ

付
、
御
霊
屋
御
参
詣
被 

遊
候
、
八
半
時 

御
帰
殿 

 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 

附
割
子 

 

（
注
）
淩
明
院
は
十
代
将
軍
家
治
、
天
明
六
（
１
７
８
６
）
年
九
月
八
日
没
（
原
文
は
誤
字
）
。 

 

２
５ 

 

一 

九
月
九
日 

 

雨 

桐
油
着 

 
 

 

六
半
時
前
弐
分
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ
御
登
城
被
遊
候
、
四
半
時
前 

 
 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候
、
今
日
雨
天
ニ

付 

御
廻
勤
御
断
被
仰
出
候
、
割
子
下
馬
へ
五
時
参
着 

  
 

 

同
日 

 
 

 

昨
日
大
目
付
ゟ
。
明
九
日
被
仰
渡
候
御
用
向
御
座
候
間
、
例
刻
罷
出
候
様 

大
目
付
ゟ
申
聞
候 

  
 

 

同
日 

 
 

 

今
日
罷
出
候
処
、
来
十
一
日 

 
 

 

殿
様
御
前
髪
被
為
執
候
ニ

付
、
御
介
添
相
止
、
猶
又
御
供
廻
り
不
法
之
儀 

無
之
様
相
心
得 

２
６ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
準
） 

 
 

 

相
勤
候
様
、
御
年
寄
於
詰
所
、
久
城
集
輔
申
渡 
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（
注
）
六
月
九
日
の
袖
留
に
続
き
、
九
月
十
一
日
に
前
髪
執
と
い
う
元
服
行
事
を
行
っ
た
も
の
（
１
１
六
月 

九
日
（
注
）
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
り
介
添
役
は
停
止
さ
れ
る
。
な
お
久
城
集
輔
は
江
戸
藩
士
名
簿
で
御 

用
人
と
な
っ
て
い
る
準
輔
の
事
か
。
安
政
六
・
七
御
供
日
記
に
同
人
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

同
十
日 

雨 

 
 
 

今
日
御
用
人
詰
所
ニ
而 

 
 
 

殿
様
御
前
髪
被
為
執
候
ニ

付
、
御
次
ニ
而

御
供
方
面
々
へ
御
酒
・
御
吸
物
・ 

 
 
 

御
肴
二
種
可
被
下
候
処
、
御
間
無
之
表
ニ
而

被
下
候
旨
、
村
上
十
学
申
渡 

 

（
注
）
村
上
十
学
は
江
戸
藩
士
名
簿
（
仮
）
で
は
御
用
達
百
十
石
、
○分
で
は
御
用
人
と
あ
る
。 

  
 
 

同
日 

 
 
 

野
崎
鎌
之
助
、
明
十
一
日
ゟ
出
勤
致
候
旨
、
案
内
有
之 

 

（
注
）
野
崎
は
六
月
廿
七
日
以
降
、
勤
務
に
支
障
を
生
じ
て
い
た
が
九
月
に
至
っ
て
回
復
か
、
但
し
御
用
口 

の
表
記
は
な
い
。
３
６
参
照 

  

一 

九
月
十
一
日 

雨 

 
 
 

殿
様
九
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
前
髪
被
為
執
候
ニ

付
、
為
御
礼
御
老
中
・
御 

 
 
 

側
御
用
人
様
へ
御
廻
勤
被
遊
候
、
八
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
今
日
御
帰
之
上
、
御
物
見
ニ
而

御
酒
・
御
吸
物
・
御
肴
二
種
被
下
之 

 

２
７ 

 

一 

九
月
十
五
日 

晴 

 
 
 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ 

御
登
城
被
遊
候
、
四
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

  
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

割
子
下
馬
へ
五
時
参
着 

  

一 

九
月
十
八
日 

晴 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
山
王
へ
御
参
詣
、
夫
ゟ
月
桂
寺
へ
被
為
入
候
、
八
時

前 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
割
子
月
桂
寺
へ
四
時
参
着 

 

（
注
）
山
王
（
日
枝
神
社
）
は
近
江
日
吉
大
社
分
社
で
、
江
戸
城
裏
鬼
門
の
永
田
町
に
移
築
さ
れ
た
も
の
。 

 
 

な
お
九
月
十
九
日
は
吉
保
父
安
忠
の
祥
月
命
日
（
異
見
あ
り
）
。 

  

一 

九
月
廿
三
日 

晴 

 
 

 

東
禅
寺
出
役
之
面
々
、
御
番
入
ニ

付
御
番
方
申
出
、
御
供
方
御
番
引
ニ

相 

成
候 

 

２
８ 

 

一 

十
月
朔
日 

 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江 

御
登
城
被
遊
候
、
四
時
過 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

割
子
下
馬
へ
五
時
参
着 

 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

阿
部 

  

一 
十
月
八
日 

 

晴 

 
 

 

殿
様
夕
八
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ
御
登
城
被
遊
候
六
半
時 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
今
日
亥
猪
ニ

付
、
割
子
下
馬
七
時
参
着 
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（
注
）
亥
猪
は
旧
暦
十
月
（
亥
の
月
）
の
最
初
の
亥
日
に
行
わ
れ
る
年
中
行
事
。
亥
の
子
と
も
い
い
亥
子
餅
を

作
っ
て
食
べ
万
病
除
去
・
子
孫
繁
栄
を
祈
る
、
江
戸
城
で
は
夜
間
惣
出
仕
が
命
じ
ら
れ
、
五
色
餅
が
配
ら

れ
た
。
な
お
旧
暦
「
子
（
暦
の
始
ま
り
）
の
月
」
は
冬
至
（
太
陽
の
復
活
を
意
味
す
る
）
の
月
と
さ
れ
、

概
ね
十
一
月
で
あ
り
、
従
っ
て
暦
の
終
わ
り
「
亥
の
月
」
は
十
月
と
な
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
十
二
月
二
十

五
日
も
冬
至
（
太
陽
の
復
活
）
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

一 

十
月
九
日 

 
晴 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

御
用
番
内
藤
紀
伊
守
様
、
昨
日
初
而

亥
猪
御
登
城
被
遊
候 

２
９ 

 
 
 

ニ

付
、
為
御
礼
被
為
入
候
、
五
半
時
過 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
内
藤
紀
伊
守
は
村
上
五
万
石
藩
主
信
親
、
嘉
永
四
年
十
一
月
か
ら
文
久
二
年
五
月
ま
で
老
中
。 

  

一 

十
月
十
日 

 

雨 

桐
油
着 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而 

 

常
憲
院
様
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
遊
候
、
九
時
前 

 
 
 

御
帰
殿 

 

（
注
）
常
憲
院
に
つ
い
て
は
、
５
の
四
月
十
日
（
注
）
参
照
。
な
お
柳
澤
家
に
と
っ
て
大
恩
あ
る
綱
吉
の
命 

日
（
十
日
）
に
は
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
は
月
参
り
が
行
わ
れ
て
い
る
（
以
下
同
）
。 

 

 
 
 

同
日 

 
 
 

東
禅
寺
へ
出
役
面
々
、
出
役
致
候
ニ

付
、
御
番
入
被
仰
付
候 

  

一 

十
月
十
四
日 

晴 

 
 

 

四
半
時
御
供
揃
ニ
而

芝 

 
 

 

（
昭
） 

 
 

 

文
照
院
様
、
百
五
十
回
忌
御
法
事
済
ニ

付
、
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
遊
候
、 

九
時
過 

３
０ 

 
 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候
、
今
日
御
刀
番
の
し
目
麻 

 
 
 
 
 
 
 

上
下
、
御
駕
脇
服
紗
麻
上
下
着
之
旨
、
大
目
付
ゟ
申
聞
候 

 

（
注
）
文
昭
院
は
六
代
将
軍
家
宜
、
正
徳
二
（
１
７
１
２
）
年
十
月
十
四
日
没
。
芝
増
上
寺
で
の
百
五
十
回 

遠
忌
の
た
め
、
供
之
者
ま
で
も
衣
服
を
整
え
た
も
の
か
。 

  

一 

十
月
十
五
日 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而
、
御
本
丸
御
登
城
被
遊
候
、
九
時 

御
帰
殿 

 
 

 
 

割
子
下
馬
五
時
参
着 

  

一 

十
月
廿
一
日 

 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
内
書
為
御
請
、
松
平
豊
前
守
様
へ
被
為
入
候
、
四 

 
 

 

時
前 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
松
平
豊
前
守
は
７
の
四
月
十
八
日
（
注
）
参
照
。
「
御
内
書
」
は
１
３
参
照
（
重
陽
分
か
）
。 
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３
１ 

 

一 

十
月
廿
二
日 

雲 

四
半
時
ゟ
雨 

桐
油
着 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
光
林
寺
へ
御
参
詣
、
夫
ゟ
芝
御
屋
敷
本
遊
院
様
御
殿 

江

被
為
入
候
、
夜
六
時
過 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
割
子
芝
御
屋
敷
へ
四
半
時
・
八
半
時
参
着 

 

（
注
）
臨
済
宗
慈
眼
山
光
林
寺
は
吉
里
正
室
圓
徳
院
頼
子
（
酒
井
雅
樂
頭
娘
）
の
墓
所
（
雅
樂
頭
家
は
曹
洞 

宗
、
月
桂
寺
は
臨
済
宗
、
永
慶
寺
は
黄
檗
宗
）
で
あ
る
が
、
命
日
は
正
月
二
十
二
日
と
さ
れ
て
い
る
。 

光
林
寺
と
は
何
か
と
縁
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
参
詣
は
意
味
不
明
。
本
遊
院
（
遊
良
子
）
は 

保
興
実
母
（
保
申
実
祖
母
）
で
、
芝
中
屋
敷
に
居
住
し
て
い
た
。 

  

一 

十
一
月
朔
日 

 

雨 

桐
油
着 

 
 
 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
御
登
城
、
四
時
前 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
着
） 

 
 
 
 
 

 
 

割
子
下
馬
へ
五
時
参
詣 

  

一 

十
一
月
二
日 
 

雨 

３
２ 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
駒
込
龍
華
庵
江

御
参
詣
被
仰
出
候
処
、
御
延
引 

 

（
注
）
藩
祖
吉
保
の
祥
月
命
日
で
あ
る
が
延
引
し
て
い
る
。
な
お
吉
保
の
墓
所
は
甲
州
恵
林
寺
に
あ
る
の
で
、 

駒
込
龍
華
庵
を
御
霊
屋
と
し
て
い
た
。 

  

一 

十
一
月
十
日 

 

晴 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

常
憲
院
様
御
霊
屋
へ
御
参
詣
、
四
半
時 

 
 

 

御
帰
殿 

  

一 

十
一
月
廿
三
日 

晴 

 
 

 

今
日
大
乗
物
御
修
復
ニ

付
、
見
分
相
済
申
候 

 
 

 

同
日 

 
 

 

東
禅
寺
出
役
之
面
々
、
御
番
引
ニ

付
、
御
番
入
ニ

相
成
申
候 

  

一 

十
一
月
廿
五
日 

晴 

 
 

 

六
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而

、 

御
本
丸
江

御
登
城
被
遊
候
、
夜
六
半
時 

 
 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

阿
部 

３
３ 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候
、
今
日
之
御
登
城 

 
 
 
 
 
 

者

公
家
衆
御
能
ニ
而 

 
 
 
 
 
 

割
子
下
馬
へ
五
時
参
着
、
二
度
目
四
半
時
・
三
度
目
八
半
時 

 

（
注
）
和
宮
は
十
一
月
十
五
日
に
江
戸
着
、
清
水
屋
敷
に
入
ら
れ
た
が
、
本
件
「
能
」
と
の
関
係
は
不
詳
。 

  

一 

十
一
月
廿
六
日 

晴 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
用
番
本
多
美
濃
守
様
へ
、
昨
日
初
而

御
能
御
拝
見
被 

遊
候
ニ

付
、
為
御
礼
被
為
入
候
、
四
半
時 

 

御
帰
殿 

 

（
注
）
本
多
美
濃
守
は
６
の
四
月
十
一
日
（
注
）
参
照
。 

  

一 

十
二
月
朔
日 

 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、 

御
本
丸
江

御
登
城
、
四
半
時 

御
帰
殿 
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御
用
口 

 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

割
子
下
馬
五
時
参
着 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
４ 

 
 
 

同
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
次
郎
代
り 

 
 
 

先
主 

小
笠
原
佐
渡
守
様 

 
 
 

玉
五
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卯
三
十
才 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

源
次
代
り 

 
 
 

先
主 

太
田
備
中
守
様 

 
 
 

半
次 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

未
二
十
才 

 
 
 

右
之
者
、
病
気
ニ

付
、
跡
代
り
目
見
今
日
相
済
申
候 

 

（
注
）
こ
こ
で
年
齢
に
付
記
さ
れ
た
干
支
で
あ
る
が
、
当
時
は
辛
酉
（
１
８
６
１
）
で
あ
り
、
三
十
年
前
は 

 
 

辛
卯
（
１
８
３
１
）
で
卯
三
十
歳
は
符
合
す
る
が
、
二
十
年
前
は
辛
丑
（
１
８
４
１
）
で
未
二
十
歳
と 

 
 

符
合
し
な
い
の
で
意
味
不
明
。 

  
 
 

十
二
月
三
日 
 

晴 

 
 
 
 
 
 

御
陸
尺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉄
五
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

源
助 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

虎
吉 

３
５ 

 
 
 
 
 
 

小
添 

 
 
 
 
 
 

幸
太
郎 

 
 

 
 

 
 

部
屋
頭 

 
 
 
 
 

増
五
郎 

 
 
 
 

 
 

御
手
廻 

 
 
 
 
 

栄
吉 

  
 

 

右
之
者
共
、
先
月
廿
五
日
公
家
衆
御
能
之
節
、
御
下
乗
所
稀
成
込
合
ニ
而 

 
 

 

諸
家
様
御
駕
籠
損
候
ニ

付
、
御
退
出
之
節
御
馬
ニ
而

御
下
り
之
御
方
様
も
、 

御
座
候
趣
、
怪
我
人
等
も
御
座
候
、
陸
尺
手
廻
り
間
ニ

合
不
申
候
御
方
も 

 
 

 

御
座
候 

 
 

 

此
方
様
者

、
平
常
部
屋
頭
申
付
方
行
届
候
ニ

付
、
御
陸
尺
・
御
手
廻
揃
居 

 
 

 

部
屋
頭
・
小
添
共
、
御
下
乗
所
へ
参
り
、
混
雑
之
中
格
別
骨
折
致
候
ニ

付 

 
 

 

以
後
之
励
ニ

も 

３
６ 

 
 

 

相
成
候
之
間
、
如
何
分
之 

 
 

 

御
思
召
成
共
、
被
為
附
被
下
置
候
様
、
於
私
共
奉
伺
候
以
上 

 
 
 
 
 

十
二
月
三
日 

 
 
 
 
 

阿
部
軍
内 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
鎌
之
助 

 
 

 
 

右
之
通
、
今
日
伺
書
大
目
付
久
城
壮
輔
へ
差
出
申
候 

 

（
注
）
久
城
壮
輔
は
以
後
（
元
治
二
年
庄
屋
日
記
等
）
も
御
留
守
居
役
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
江
戸 

藩
士
名
簿
７
ｅ
に
御
目
付
九
十
五
石
役
料
共
（
駒
込
御
留
守
居
兼
宗
門
御
用
掛
）
と
あ
り
、

○分
６
３

に
文
久
元
年
四
月
付
で
大
目
附
（
御
留
守
居
役
）
百
石
御
役
料
二
百
俵
久
城
壮
輔
「
辰
四
十
二
」
と

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
文
久
元
年
に
は
大
目
付
に
昇
進
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
江
戸
名
簿
の
追

補
は
原
則
と
し
て
（
阿
部
軍
内
本
人
を
例
外
と
し
て
）
万
延
元
年
限
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

  

一 
十
二
月
五
日 

 

晴 

 
 

 

一
昨
日
大
目
付
壮
輔
へ
差
出
候
伺
書
、
今
日
御
聞
済
旨
、
同
人
申
聞
候 

 
 

 

三
〆
文
被
下
置
候
旨
、
申
聞
候 
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（
注
）
三
〆
文
は
概
ね
金
二
分
（
一
両
の
半
分
）
に
相
当
し
、
幕
末
の
物
価
高
騰
を
考
慮
し
一
両
が
五
万
円 

と
す
れ
ば
約
二
万
五
千
円
（
一
人
当
た
り
約
三
千
五
百
円
）
に
な
る
。 

  

一 
同
日 

 
 
 

今
日
御
番
引
致
候
旨
、
組
頭
へ
申
出
候
処
、
明
日
ゟ
御
番
引
相
成
候
旨
申

聞
候 

  

一 

十
二
月
十
五
日 
晴
風 

 
 
 

今
日
御
登
城
無
之 

 

３
７ 

 

一 

十
二
月
十
六
日 

晴 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ
御
登
城
被
遊
候
処
、
御
官
位
被
為
蒙
仰
候
ニ

付
、
御
退
出
ゟ
御
老
若
・
御
側
御
用
人
様
方
、
御
廻
勤
被
為
遊
候
、
九
半

時 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
割
子
下
馬
へ
五
時
参
着 

一 

二
度
目
七
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
老
中
・
御
側
御
用
人
様
御
廻
勤
被
為
遊
候

七
半
時
過 

御
帰
殿 

 （
注
）
保
申
系
譜
に
「
文
久
元
年
辛
酉
九
月
十
一
日
元
服
、
同
十
二
月
十
六
日 

叙
従
五
位
下
任
甲
斐
守 

上
卿
坊
城
大
納
言
俊
克
卿
」
と
あ
る
。
な
お
「
官
位
」
と
は
「
官
職
并

位
階
」
の
こ
と
で
あ
り
、
官

職
は
甲
斐
守
で
位
階
は
従
五
位
下
で
あ
る
。
七
時
の
二
度
目
廻
勤
は
、
当
日
中
完
了
の
た
め
か
。 

  
 

同
日 

 
 

御
用
人
北
條
弥
一
右
衛
門
ゟ
、
明
十
七
日
例
刻
罷
出
候
様
、
手
紙
来
ル 

 

（
注
）
北
條
弥
一
右
衛
門
は
江
戸
藩
士
名
簿
（
仮
）
で
は
、
御
年
寄
と
な
っ
て
い
る
。

○分
に
は
寄
合
並

北
條
織
人
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
両
者
の
関
係
等
は
不
明
。
用
人
か
ら
詰
所
出
頭
の
指
示
書
。 

 
 

  

一 

十
二
月
十
七
日 

晴 

 
 

 

今
日
御
用
人
詰
所
江

罷
出
候
処
、
於
御
用
人
詰
所 

３
８ 

 
 
 
 

御
召
古 

 
 
 
 

御
紋
附 

 
 
 
 

 
 

阿
部
軍
内 

 
 
 
 

御
上
下
一
具 

 
 

 
 

 

并 

御
肴
料
金
二
百
疋
被
下
之 

 
 

 

右
者
、
先
年
ゟ
御
供
先
御
用
向
、
万
端
厚
心
掛
致
穿
鑿
、
猶
亦
下
々
之
者

へ
、
平
日
申
諭
方
宜
故
、
末
々
之
者
迄 

御
為
筋
第
一
ニ

心
掛
骨
折
候
故 

 
 

 

御
差
支
等
聊
も
無
之
、
御
都
合
宜
旨
御
刀
番
ゟ
申
立
有
之
、
奇
特
至
極
ニ 

 
 

 

思
召
候
、
依
之
右
之
通
被
下
之 

 

（
注
）
阿
部
軍
内
が
日
頃
の
勤
め
方
を
褒
賞
さ
れ
た
も
の
。
な
お
肴
金
二
百
疋
は
金
二
分
を
意
味
す
る
。 

 
 

 
 

３
９ 

 
 

 

同
日 

 
 

 

昨
日
御
官
位
被
為
蒙
候
ニ

付
、
今
日
為
御
祝
惣
出
仕
有
之 

  
 

 

十
二
月
十
八
日 

晴 

 
 

 

六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
松
平
豊
前
守
様
被
仰
込
御
逢
、
五
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

  

一 

十
二
月
廿
五
日 

晴
風 
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六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
御
登
城
被
為
遊
候
、
九
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 

但
、
今
日
御
登
城
者
、
御
官
位
之
為
御
礼
、
御
退
出
ゟ
御
老
中
・
御
側

御
用
人
様
へ
為
御
礼
御
廻
勤 

 
 
 
 
 
 
 

  

割
子
下
馬
五
時
参
着 

 

４
０ 

 

一 

十
二
月
廿
六
日 

晴
大
風 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

御
宮
・
惣
御
佛
殿
・
日
光
御
門
主
様
、
御
勤 

 
 
 

寒
松
院
へ
御
立
寄
、
夫
ゟ
所
々
寒
中
御
見
舞
被
為
入
候
、
七
時
過 

 
 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

 

割
子
寒
松
院
へ
参
着 

  

一 

十
二
月
廿
七
日 

晴 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
寒
中
為
御
見
舞
御
廻
勤
被
遊
候
、
八
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 

戸
田
采
女
正
様 

 
 
 

戸
田
淡
路
守
様 

 
 
 
 
 
 
 

紀
州
様 

 
 
 
 
 
 

相
馬
大
膳
亮
様 

 
 
 
 
 
 
 

月
桂
寺 

 
 
 
 
 
 
 

尾
州
様 

 
 
 
 

割
子
月
桂
寺
四
時
参
着 

 

（
注
）
戸
田
淡
路
守 

戸
田
分
家
大
垣
新
田
藩
一
万
石
第
八
代
藩
主
淡
路
守
氏
良
で
あ
る
。
第
七
代
淡
路
守
氏

綏
の
正
室
が
郡
山
藩
三
代
保
光
の
娘
鎮
子
で
、
氏
良
は
そ
の
養
嗣
子
で
あ
る
か
ら
鎮
子
は
嫡
母
に

当
た
る
。
ま
た
実
父
は
大
垣
藩
第
九
代
氏
正
で
あ
り
、
そ
の
正
室
は
重
豪
娘
親
子
で
あ
る 

相
馬
大
膳
亮 

相
馬
家
中
村
藩
六
万
石
第
十
二
代
藩
主
大
膳
亮
充
胤
で
あ
る
。
正
室
が
郡
山
藩
第
四
代
保 

泰
の
娘
隣
（
詠
）
子
だ
が
、
彼
女
は
安
政
三
年
に
没
し
て
い
る
。 

 

４
１ 

 

一 

十
二
月
廿
八
日 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
被
遊
候
、
御
退
出
ゟ
芝 

 
 

 

惣
御
佛
殿
江

御
参
詣
、
夫
ゟ
寒
中
為
御
見
舞
御
廻
勤 

 
 
 
 
 
 
 

柳
生
但
馬
守
様 

 
 
 
 
 
 
 

大
久
保
加
賀
守
様 

 
 

 
 
 
 

 

遠
藤
民
部
少
輔
様 

 
 
 
 
 
 
 

戸
沢
上
総
介
様 

 
 
 
 
 
 
 

真
田
信
濃
守
様 

 
 

 

御
帰
殿
八
半
時
過 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 

 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、 

御
年
寄
へ
申
達
候 

割
子
下
馬
へ
五
時
参
着 

  
 
 

御
出
数
、
惣
〆
六
拾
壱 

 

（
注
）
柳
生
但
馬
守 

柳
生
家
柳
生
藩
一
万
石
第
十
三
代
藩
主
但
馬
守
俊
順
で
あ
る
。 

郡
山
藩
と
柳
生
藩
の
関
係
は
深
く
、
第
七
代
備
前
守
俊
峯
の
実
父
松
代
藩
第
四
代
真
田
弾
正
忠

弘
の
娘
輝
子
は
郡
山
藩
第
二
代
信
鴻
正
室
で
、
第
三
代
保
光
の
実
母
で
あ
る
か
ら
、
俊
峯
は
保

光
の
叔
父
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
第
九
代
俊
豊
は
保
光
六
男
で
あ
り
、
ま
た
第
十
二
代
俊
順
は
高

家
武
田
左
京
太
夫
信
之
の
次
男
で
あ
る
が
、
信
之
は
保
光
七
男
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
保
光
孫
に

あ
た
る
。
さ
ら
に
第
十
三
代
俊
益
は
俊
順
弟
で
信
之
五
男
で
あ
り
、
同
じ
く
保
光
孫
で
あ
る
。 

 
 

大
久
保
加
賀
守 
大
久
保
家
小
田
原
藩
十
一
万
三
千
石
第
十
一
代
藩
主
加
賀
守
忠
礼
と
思
わ
れ
る
が 

 
 
 
 
 

五
代
前
の
忠
興
正
室
が
吉
里
娘
（
輝
子
）
で
あ
り
、
養
母
が
真
華
院
淑
子
の
姉
妹
。 
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遠
藤
民
部
少
輔 

遠
藤
家
三
上
藩
一
万
二
千
石
第
五
代
藩
主
胤
統
か
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
大
垣
藩

戸
田
采
女
正
氏
教
（
保
泰
正
室
貞
子
の
父
）
の
三
男
で
、
遠
藤
家
の
養
嗣
子
。 

戸
澤
上
総
介 

戸
澤
家
新
庄
藩
八
万
三
千
石
第
十
一
代
藩
主
上
総
介
正
実
で
あ
る
。
先
代
正
令
の
正
室
貢 

子
（
正
実
実
母
で
桃
齢
院
か
）
が
淑
子
と
同
じ
島
津
重
豪
娘
で
、
保
申
と
従
兄
弟
関
係
。
な
お 

曾
祖
父
八
代
正
親
の
娘
は
黒
川
藩
六
代
柳
澤
光
被
の
正
室
。 

真
田
信
濃
守 
真
田
家
松
代
藩
十
万
石
第
九
代
藩
主
信
濃
守
幸
教
で
あ
る
。
１
４
四
月
廿
八
日
参
照
。 

 

４
２ 

 
 
 

文
久
二
戌
年 

 

一 

正
月
元
日 

大
雪 

 
 

熨
斗
目
麻
上
下 

 
 
 

殿
様
六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江
御
登
城
、
九
時 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

（
着
） 

 
 
 
 

但
、
割
子
下
馬
へ
五
時
参
詣
、
今
日
大
雪
ニ

付
、
下
部
之
者
へ
御
酒
代 

 
 
 
 
 
 

被
下
置
候
様
仕
度
、
御
刀
番
へ
此
方
ゟ
申
出
候
処
、
御
思
召
ニ
而 

 
 
 
 
 
 

被
下
置
候
旨
、
御
刀
番
ゟ
申
聞
候
、
御
徒
目
付
向
々
へ
申
談
候 

 
 
 
 

左
之
通 

 
 

 
 
 

御
酒
・
御
吸
物
・
御
肴
二
種 

 
 
 
 
 
 

御
刀
番 

 
 
 
 
 

御
酒
・
御
肴
二
種 

 
  
  
  
 

百
四
十
八
文
ツ
ヽ 

 
 

七
十
六
文
ツ
ヽ 

 
 
 
 
 
 

御
簾
役 
 
 
 
 
 
 

御
草
り
役 

 
 
 
 

同
心 

 
 
 
 
 

 

相
之
間
頭 

 
 
 
 
 

御
厩
小
頭 

 
 
 
 

御
陸
尺 

 
 
 
  
  
    

御
駕
籠
脇 

 
 
 
 
 

御
駕
籠
小
頭 

 
 
 

御
手
廻
り 

 
 
 
 
 

 

御
供
目
付 

 
 
 
 
 

小
人
目
付 

 
 
 

四
十
八
文
ツ
ヽ 

 
 
 
 
 

 

御
徒
目
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
間 

 
 
 
 
 

 

御
先
相
之
間 

４
３ 

 

一 

正
月
二
日 

 

晴 
 

熨
斗
目
麻
上
下 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
、
御
退
出
ゟ
上
野
惣
御
佛
殿
・
日
光

御
門
主
様
、
寒
松
院
へ
御
立
寄
御
仕
度
被
為
遊
候
、
御
帰
懸
御
老
若
様
方

御
廻
勤
、
七
半
時
過 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
詰
所
へ
罷
出
申
達
候 

寒
松
院
ニ
而

例
今
日
酒
差
出
候
処
、
差
支
ニ
而

十
日
御
参
詣
之
節
さ
し
出 

ス 

 
 
 
 
 
 

割
子
下
馬
へ
五
時
参
着
、
二
度
目
四
半
時
寒
松
院
へ
参
着 

  

一 

同
月
三
日 

 

晴 

熨
斗
目
麻
上
下 

 
 

 

八
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
、
夜
五
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
割
子
下
馬
へ
七
時
参
着 

 

（
注
）
昼
下
が
り
か
ら
の
登
城
は
謡
始
め
の
行
事
の
為
で
、
大
広
間
南
側
の
能
舞
台
で
行
わ
れ
、
能
役
者 

、
観
世
大
夫
へ
報
償
と
し
て
将
軍
以
下
諸
大
名
が
肩
衣
を
与
え
る
と
い
う
奇
習
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
４ 

 

一 

正
月
四
日 

 

晴 
 

熨
斗
目
麻
上
下 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
用
番
松
平
豊
前
守
様
へ
、
昨
日
初
而

御
能
御
拝
見
被

遊
候
ニ

付
、
為
御
礼
被
為
入
候
、
夫
ゟ
芝
惣
御
佛
殿
・
月
界
院
へ
御
立
寄

方
丈
所
々
御
勤
、
芝
御
屋
敷
へ
本
遊
院
様
御
殿
へ
被
為
入
候
、
七
半
時 

 
 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 

 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

割
子
芝
御
屋
敷
四
時
参
着 
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（
注
）
本
遊
院
は
３
１
参
照
。 

  
一 

正
月
五
日 

 

晴 
 

熨
斗
目
麻
上
下 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
所
々
御
勤
夫
ゟ
月
桂
寺
へ
御
参
詣
被
遊
候
、
七
半
時 

 
 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
割
子
月
桂
寺
へ
四
時
参
着 

 
 
 
 

４
５ 

 

一 

正
月
七
日 

 

晴 
熨
斗
目
麻
上
下 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
所
々
御
勤
、
夫
ゟ
龍
興
寺
へ
御
参
詣
被
遊
候
、
七
半

時
御
帰
殿 

 
 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
龍
興
寺
ニ
而

そ
う
に
・
酒
・
に
し
め

差
出
申
候
、
此
段
御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 

 

割
子
龍
興
寺
へ
参
着 

 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 

（
注
）
慈
雲
山
龍
興
寺
は
小
石
川
小
日
向
に
あ
っ
た
（
現
在
は
中
野
区
高
田
）
臨
済
宗
妙
心
寺
派
寺
院
。
万

歳
集
に
は
吉
里
生
母
の
飯
塚
染
子
菩
提
寺
（
五
月
十
日
命
日
）
の
ほ
か
、
三
歳
で
夭
折
し
た
吉
保
長

女
幸
子
（
善
光
寺
尼
弟
子
）
桃
園
素
仙
大
童
女
の
菩
提
寺
と
あ
る
が
、
何
故
こ
の
時
期
に
参
詣
対
象

と
な
っ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
吉
里
生
母
の
初
詣
で
も
あ
ろ
う
か
。
「
達
」
は
「
置
」
か
。 

  

一 

正
月
九
日 

晴 

（
愛
宕
） 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
宕
愛
下
邊
御
勤
被
遊
候
、
御
帰
殿
四
時 

 

（
注
）
愛
宕
下
大
名
小
路
周
辺
を
御
勤
し
た
も
の
か
。 

  

一 

同
月
十
日 

 

晴 

 
 

 

四
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野
御
成
跡
、
御
霊
屋
へ
御
参
詣
、
寒
松
院
へ
御

立
寄
、
七
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 

御
用
口
阿
部 

 
 

 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
寒
松
院
ニ
而

例
之
通
、
酒
さ
し
出
申 

候
ニ

付
申
達
候 

 

４
６ 

 

一 

正
月
十
一
日 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
御
登
城
、
御
退
出
ゟ
大
名
路
邊
御
廻
勤
被
為

遊
候
、
八
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
割
子
下
馬
へ
五
時
参
着 

 

（
注
）
具
足
開
（
鏡
割
）
儀
式
が
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
「
大
名
路
」
は
増
上
寺
に
至
る
愛
宕
下
大
名
小
路
（

４
５
）
と
は
別
の
和
田
倉
門
外
（
現
東
京
駅
西
側
）
に
あ
っ
た
も
の
。 

  

一 

正
月
十
三
日 

晴 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
青
山
手
御
勤
被
遊
候
、
芝
御
屋
敷
ニ
而

御
支
度
被
遊
候 

 
 

 

七
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 

割
子
芝
御
屋
敷
四
時
参
着 

 
 

 

一 

正
月
十
五
日 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
被
遊
、
四
半
時 

御
帰
殿 

 

４
７ 

 

一 

正
月
廿
一
日 

晴 

 
 

 

殿
様
五
時
御
供
揃
ニ
而

、
所
々
御
勤
月
桂
寺
江

御
参
詣
被
遊
候
、
七
時
過 
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御
帰
殿 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

 

割
子
月
桂
寺
へ
四
時
参
着 

 

（
注
）
保
光
祥
月
命
日
が
正
月
廿
日
。 

  

一 

正
月
廿
五
日 
晴 

 
 

 

松
本
覚
之
助
、
當
年
七
ケ
年
ニ

相
成
候
ニ

付
、
同
役
相
談
之
上
、
今
日
伺

書
岩
手
孫
右
衛
門
へ
差
出
申
候 

 

（
注
）
松
本
覚
之
助
は
三
月
廿
日
に
役
料
五
俵
の
加
増
を
受
け
て
い
る
（
５
８
参
照
） 

  
 
 

同
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
人
目
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荒
井
条
兵
衛 

４
８ 

 
 
 

右
之
者
、
安
政
六
未
年 

 
 

 

御
目
見
被 

仰
上
候
節
ゟ
、
御
供
仕
御
奉
公
貞
実
ニ

相
勤
、
下
々
申
付
方

宜
敷
、
近
年
御
下
乗
稀
成
混
雑
之
処
、 

御
登
城
者

勿
論
、
両
山
御
成
跡 

 
 

 

御
参
詣
其
外
御
年
始
御
廻
勤
等
迄
、
聊
差
支
無
御
座
、
御
中
絶
ニ
而

不
案

内
之
者
多
御
座
候
処
、
年
来
之
勤
万
端
事
馴
申
合
方
行
届
、
格
段
骨
折
出

精
相
勤
候
ニ

付
、
已
後
之
励
ニ

も
相
成
候
儀
与

奉
存
候
間
、
何
卒
格
段
之 

 
 
 

御
賞
被
成
下
候
様
仕
度
、
此
段
於
私
共
奉
伺
候
以
上 

４
９ 

 
 
 

右
之
通
、
大
目
付
孫
右
衛
門
へ
伺
書
今
日
差
出
申
候 

 

 

（
注
）
安
政
六
（
１
８
５
９
）
己
未
年
十
月
十
一
日
に
、
保
申
は
将
軍
御
目
見
を
行
っ
て
い
る
が
、
保

興
逝
去
（
嘉
永
元
（
１
８
４
８
）
年
八
月
か
ら
約
十
一
年
間
藩
主
登
城
は
中
断
し
て
い
る
の
で
、

供
揃
の
格
式
伝
承
も
途
絶
た
が
、
荒
井
は
こ
れ
を
丁
寧
に
下
部
に
教
授
指
導
し
た
と
し
て
の
報

償
。 

  

一 

正
月
廿
八
日 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
御
登 

城
被
為
遊
候
、
四
半
時
過 

御
帰
殿 

但
、
割
子
下
馬
五
時
参
着
、 

 
 
 

 

一 

同
日 

 
 

 

明
廿
九
日
、
拍
子
木
打
次
第
之
御
出
御
座
候
旨
、
大
目
付
申
聞
候 

 
 

 

一 

正
月
廿
九
日 

 

晴 

 
 

 

同
夕
拍
子
木
打
次
第
、
御
出
御
鷹
之
雁
御
拝
領
ニ

付
、
御
本
丸
へ
御
登
城

被
為
遊
候
、
御
退
出
ゟ
御
老
中
・
御
側
御
用
人
様
、
御
廻
勤 

 
 

 

右
者

御
家
督
始
而

御
拝
領
ニ

付
、
七
半
時 

５
０ 

 
 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
申
達
候 

 

（
注
）
将
軍
鷹
狩
り
の
獲
物
（
雁
）
拝
領
は
大
名
の
名
誉
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
下
賜
時
刻
は
不
定
時
な
の
で 

 
 

幕
閣
か
ら
指
示
あ
り
次
第
、
拍
子
木
の
合
図
と
と
も
に
登
城
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 

 

同
月
晦
日 

 

大
風 

 
 

 
四
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野
御
成
跡
御
参
詣
被
仰
出
候
ニ

付
、
御
供
相
揃
候

処
、
御
延
引 

  

一 

二
月
八
日 

 
晴 



 21 

 
 
 

五
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
内
藤
紀
伊
守
様
江

、
昨
日
寺
社
御
朱
印
御
渡
被
成
候

ニ

付
、
今
日
為
御
礼
被
為
入
候
、
四
時
過 

御
帰
殿 

 
（
注
）
本
件
の
寺
社
御
朱
印
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
だ
が
、
将
軍
代
替
（
安
政
五
年
家
茂
就
任
）
の
朱
印
交

付
が
遅
延
し
て
い
た
も
の
か
。
な
お
内
藤
紀
伊
守
は
１
５
・
２
９
参
照
。 

  

一 

二
月
九
日 

 

晴 

 
 
 

五
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
小
川
町
邊
御
年
始
御
勤
、
九
時 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

５
１ 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
詰
所
へ
罷
出
、
申
達
候 

  

一 

二
月
十
日 

 

晴 

 
 
 

五
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

 
 

 

常
憲
院
様
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
為
遊
候
、
九
時 

 
御
帰
殿 

 
 
 

 

一 

二
月
十
一
日 

晴 

 
 
 

殿
様
五
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ
御
登 

城
被
為
遊
候 

 
 

 

御
帰
殿
八
時
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 

 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、
御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

割
子
下
馬
へ
五
半
時
参
着
、
今
日
之
御
登
城
ハ
公
方
様
御
婚
礼
ニ

付 

 

（
注
）
皇
女
和
宮
は
文
久
元
年
十
月
廿
日
京
を
発
輿
、
十
一
月
十
五
日
江
戸
に
着
き
、
翌
文
久
二
年
二
月
十 

一
日
、
将
軍
家
茂
と
の
婚
儀
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
装
束
指
定
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

５
２ 

 

一 

二
月
十
三
日 

晴 

 
 

 

六
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ
御
登
城
被
為
遊
候
、
御
退
出
ゟ
御
老
若

・
御
側
御
用
人
様
御
廻
勤
、
八
半
時 

 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
今
日
公
方
様
御
婚
礼
被
為
済
候
ニ

付
、 

 
 
 
 
 
 
 

為
御
祝
御
登
城
御
廻
勤
被
為
遊
候 

 
 
 
 
 
 
 

割
子
大
手
下
馬
へ
五
時
参
着 

  

一 

二
月
十
五
日 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
被
為
遊
候
、
四
半
時 

 

御
帰
殿 

 
 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、 

御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

割
子
下
馬
へ
五
時
参
着 

 
 

 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

５
３ 

 

一 

二
月
十
八
日 

晴 

 
 

 

六
時
前
二
分
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ
御
登
城
被
為
遊
候
、 

暮
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
今
日
者

御
能
御
拝
見
町
入 

 
 
 
 
 
 

割
子
五
時
・
二
度
目
四
半
時
・
三
度
目
八
半
時 

 

（
注
）
幕
府
で
は
将
軍
宣
下
、
後
継
ぎ
の
誕
生
、
婚
礼
な
ど
の
お
祝
い
事
、
ま
た
法
会
や
日
光
参
詣
な
ど
重
要

な
儀
式
の
際
に
は
城
内
の
表
舞
台
で
能
楽
を
催
し
た
。
こ
の
際
将
軍
の
坐
し
て
い
る
大
広
間
の
近
く
で
諸

大
名
と
と
も
に
町
名
主
も
白
洲
で
能
を
見
物
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
町
入
能
」
と
呼
び
、
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江
戸
時
代
を
通
じ
て
四
十
六
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
表
能
舞
台
で
開
催
さ
れ
た
町
入
能
は
、
文
久
二
年
（1

二
月
十
八
日
十
四
代
将
軍
家
茂
の
婚
礼
（
本
件
）
を
最
後
に
幕
を
閉
じ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

  

一 
二
月
十
九
日 

晴
大
風 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ
御
登
城
被
為
遊
候
、
九
半
時 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段
、 

御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 

御
用
口 

割
子
五
半
時
参
着 

 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 

 

一 

二
月
廿
一
日 

雲 

 
 
 

五
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
安
藤
對
馬
守
様
へ
、
御
不
快
為
御
見
舞
被
為
入
候 

 
 
 

四
時
過 

 
 

御
帰
殿 

 

（
注
）
安
藤
對
馬
守
は
、
７
四
月
十
八
日
（
注
）
参
照
。
な
お
当
年
一
月
十
五
日
、
坂
下
門
外
に
お
い
て
水 

戸
浪
士
に
よ
る
襲
撃
が
あ
り
、
背
中
を
負
傷
し
た
の
で
そ
の
お
見
舞
い
か
（
四
月
老
中
罷
免
）
。
た
だ 

一
月
十
五
日
に
は
保
申
も
登
城
し
て
い
る
が
、
御
用
口
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
記
述
は
一
切
な
い
。 

 
 
 

 

５
４ 

 

一 

二
月
廿
三
日 

晴
風 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
年
始
為
御
勤
水
戸
様
、
駒
込
御
屋
敷
龍
華
庵
へ
御

参
詣
、
加
賀
様
江

被
為
入
候
、
七
時 

 
 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
遊
候
段 

 
 

御
用
口 

御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 
 
 

割
子
四
時
参
着
、
駒
込
へ 

 
 
 
 
 
 

今
日
御
年
始
御
勤
仕
廻
ニ

付
、
御
意
之
上 

 
 
 
 
 
 

御
酒
・
御
吸
物
・
御
肴
被
下
之 

  

一 

二
月
廿
六
日 

雲 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
官
位
御
頂
戴
ニ

付
、
宮
原
様
へ
被
為
入
候
、
夫
ゟ 

 
 

 

御
老
中
・
御
側
御
用
人
様
へ
被
為
入
候
、
四
時 

 

御
帰
殿 

 

（
注
）
宮
原
は
古
河
公
方
の
後
裔
高
家
旗
本
義
直
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
十
二
月
の
叙
位
任
官
と
の
関
係
か
。 

  

一 

二
月
廿
七
日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

覚 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
手
廻
り 

５
５ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

辰
五
郎
代
り 

 
 

 

一 

先
主 

松
平
下
総
守
様 

 
 
 
 
 
 

吉
五
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申
三
十
九
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

佐
吉
代
り 

 
 

 

一 

同 

大
久
保
加
賀
守
様 

 
 
 
 
 

信
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

未
二
十
八
才 

 
 
 
 

右
之
者
病
気
ニ

付
、
跡
代
り
目
見
、
今
日
相
済
申
候 

  
 

 

同
日 

 

一 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
内
藤
紀
伊
守
様
へ
、
御
内
書
為
御
請
被
為
入
候
、 

四
時
前 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、 

御
年
寄
月
番
へ
申
達
候 

 

（
注
）
歳
暮
進
上
に
関
す
る
内
書
か
。 
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５
６ 

 

一 

二
月
廿
八
日 

晴 

 
 
 

殿
様
六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登 

城
被
為
遊
候
、
御
退
出
ゟ 

民
部
少
輔
様
へ
為
御
客
被
為
入
候
、
七
時
過 

 

御
帰
殿 

 
但
、
割
子
五
半
時
下
馬
へ
、
八
時
民
部
少
輔
様
へ 

  

一 

三
月
朔
日 
晴 

 
 
 

御
狩
衣
召
御
乗
物
、
新
規
出
来
栄
見
分
有
之
候
ニ

付
、
罷
出
見
分
相
済 

 

（
注
）
重
き
装
束
の
場
合
は
乗
物
も
替
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
會
釈
も
略
式
に
な
っ
て
い
る
。 

  

一 

三
月
三
日 

晴 

 
 
 

殿
様
六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
、
御
退
出
ゟ
御
老
中
様
方 

 
 
 

御
廻
勤
被
為
遊
候
、
夫
ゟ
月
桂
寺
へ
御
参
詣
、
御
帰
殿 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

５
７ 

 
 
 

 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、
御
年
寄
月
番
へ
申
達
候
、 

割
子
下
馬
へ
五
時
・
二
度
目
九
半
時
月
桂
寺
へ 

 

（
注
）
三
月
三
日
は
信
鴻
の
祥
月
命
日
。 

  

一 

三
月
十
日 

雨 

桐
油
着 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

 
 
 

常
憲
院
様
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
為
遊
候
、
寒
松
院
へ
御
立
寄
、
九
時
過 

 
 
 

御
帰
殿 

 

 

一 

三
月
十
五
日 

晴 

 
 

 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
御
登
城
被
為
遊
候
、
九
時
前 

御
帰
殿 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、
御
年
寄
詰
所
へ
罷
出
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

割
子
五
時
参
着
下
馬
へ 

５
８ 

 
 

 

同
日 

 
 

 

今
日
御
道
中
召
御
乗
物
、
新
規
ニ

付
、
木
地
見
分
有
之
候
ニ

付
罷
出
相
済 

 

（
注
）
道
中
乗
物
も
別
途
に
用
意
し
た
も
の
か
。
四
月
入
部
の
準
備
と
思
わ
れ
る
。 

  

一 

三
月
廿
日 

 

晴
大
風 

 
 

 

今
日
御
奉
書
到
来
仕
候
、 

 
 

 

松
本
覚
之
助
、
御
切
紙
到
来
仕
候
旨
、
案
内
有
之 

  
 

 

三
月
廿
一
日 

晴 

 
 

 

私
儀
不
奉
存
寄
、
席
御
書
院
詰
被
仰
付
候 

 
 

 

松
本
覚
之
助
不
奉
存
寄
、
御
役
料
五
俵
御
増
、
都
合
拾
五
俵
被
下
之 

 

（
注
）
阿
部
が
御
書
院
詰
に
昇
格
し
、
松
本
も
加
増
さ
れ
た
も
の
。
呼
出
し
形
式
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。 

  
一 

三
月
廿
三
日 

晴 

 
 

 
今
日
倅
銀
太
郎
、
袖
留
・
前
髪
為
執
候
願
書
、
大
目
付
江

差
出
申
候 

 

（
注
）
阿
部
軍
内
四
十
五
歳
、
書
院
詰
昇
進
と
共
に
息
子
の
元
服
を
願
出
て
い
る
。 
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一 

三
月
廿
五
日 

小
雨
四
時
ゟ
晴 

 
 
 

殿
様
五
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
水
野
和
泉
守
様
へ 

５
９ 

 
 
 

被
為
入
、
四
時 

 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、
御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 

（
注
）
水
野
和
泉
守
は
山
形
五
万
石
藩
主
忠
精
、
文
久
二
年
三
月
十
五
日
か
ら
老
中
。
上
屋
敷
は
西
丸
下
。 

  
 
 

同
日 

 
 

 

倅
銀
太
郎
、
袖
留
・
前
髪
為
執
候
願
書
差
出
置
候
処
、
今
日
御
聞
済
ニ

相

成
候
旨
、
孫
右
衛
門
申
談
候 

 
 
 
 

但
、
今
日
袖
留
・
前
髪
為
執
仕
候
ニ

付
、
大
目
付
へ
届
手
紙
さ
し
出
申
候 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

四
月
朔
日 

雨
六
半
時
ゟ
晴 

 
 
 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
江

御
登
城
被
為
遊
候
段
、
九
時
前 

御
帰
殿 

６
０ 

 
 
 
 

但
、
五
時
参
着
、
割
子
下
馬
へ 

  

一 

四
月
十
日 

雨 

桐
油
着 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

 
 
 

常
憲
院
様
御
霊
屋
へ
御
参
詣
被
為
遊
候 

九
時
前 

 
 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

御
用
口 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、
御
年
寄
へ
申
達
候 

一 

同
月
十
三
日 

雲 

 
 

六
時
御
供
揃
ニ
而

、
為
御
對
客
内
藤
紀
伊
守
様
へ
被
為
入
候 

五
時 

 

御
帰
殿 

 

（
注
）
内
藤
紀
伊
守
に
つ
い
て
は 

２
９
十
月
九
日
（
注
）
参
照
。
五
月
二
十
六
日
退
任
内
示
か 

 
 

６
１ 

 

一 

四
月
十
五
日 

晴 

 
 

 

御
供
方
心
得
之
儀
、
前
々
被
仰
出
、
何
れ
も
心
得
居
候
儀
ニ
者

候
得
共 

 
 

 

御
供
先
之
儀
者

、
萬
端
御
供
頭
之
指
揮
ニ

可
随
事
、
且
御
先
相
之
間
者

相
之

間
頭
之
指
揮
、
違
背
致
間
敷
候
、
萬
一
心
得
違
ニ
而

不
作
法
・
不
行
儀
等 

 
 

 

之
儀
有
之
候
而
者

、
御
場
所
者

勿
論
、
往
来
之
諸
人
見
聞
も
有
之 

 
 

 

御
上
御
外
聞
ニ

相
拘
り
候
儀
ニ

候
間
、
銘
々
厚
相
心
得
可
申
候
、
若
御
供

頭
之
指
揮
、
不
相
用
者
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
急
度
御
沙
汰
ニ

可
申
及
候
条 

 
 

 

可
被
得
其
意
候 

 
 
 
 
 

戌
正
月 

 
 

 

右
之
通
、
御
年
寄
中
ゟ
被
仰
渡
候
ニ

付
、
大
目
付
ゟ
相
渡
候
向
々
へ
申
談

候 

 

６
２ 

 

一 

四
月
十
五
日 

晴 

 
 

 

殿
様
六
時
御
供
揃
ニ
而

、
御
本
丸
へ
御
登 

城
被
為
遊
候
、
右
者

今
日 

御
在
所
江

之
御
暇
、
被
仰
蒙
候
ニ

付
、
依
之
御
退
出
ゟ
、
御
老
若
様
方
御

廻
勤
被
為
遊
候
、
九
時
前 

 

御
帰
殿 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、 

御
年
寄
詰
所
江

罷
出
、
申
達
候 
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（
注
）
保
申
は
こ
こ
で
元
服
・
叙
位
以
降
、
初
め
て
の
正
式
入
部
（
お
国
入
り
）
の
許
可
を
得
た
も
の
で
あ 

る
。
保
申
は
生
母
危
篤
に
際
し
て
密
か
に
特
別
の
許
可
を
得
て
帰
国
し
て
い
る
が
、
こ
の
帰
国
は
あ 

く
ま
で
も
非
公
式
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

（
塚
田
代
官
記
録 

嘉
永
七
年
四
月
条
よ
り
）
な
お
こ
の
部
分
は
重
複
記
載
。 

 
 

「
十
日 

 

萬
木
以
来
、
殿
様
御
実
母
様
与

相
称
候
事
、
右
之
趣
口
達
触
有
之
、
依
之
清
水
へ
申
談
、 

 
 
 

 
 
 
 

先
例
之
通
為
取
計
候
事 

 
 
 

十
三
日 

殿
様
御
実
母
様
御
逝
去
ニ

付
今
十
三
日
ゟ
御
停
止
触
有
之
、
右
ニ

付
明
十
四
日
大
小
姓 

 
 
 
 
 

並
以
上
不
残
、
朝
五
ツ
時
平
服
ニ
而

登
城
、
御
機
嫌
伺
御
触
有
之 

右
ニ

付
御
役
所
支
配
之
面
々
江

廻
状
出
ス 

 

十
四
日 

御
用
達
已
下
大
小
姓
並
以
上
不
残
、
平
服
ニ
而

登 

城
御
機
嫌
相
伺
之
、
尤
朝
五
ツ
時
之 

 
 
 
 

 
 
 

御
触
也 

 
 

 
 

廿
九
日 

殿
様
御
朦
中
ニ

付
、
明
後
朔
日
御
鑓
奉
行
以
上
不
残
其
以
下
大
小
姓
並
以
上
一
席
壱
人
、 

平
服
ニ
而

朝
五
半
時
登 

城
御
機
嫌
可
相
伺
旨
之
廻
状
出
有
之
、
其
通
差
出
之 

 
 
 

」 

 
 
 

な
お
「
万
歳
集
」
に
は
次
の
記
載
が
あ
り
、
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

 

「
保
申
公
御
実
母 

山
下
氏
万
木
子
様 

 
 
 
 
 

智
得
院
殿
願
誉
恵
海
大
姉 

 

嘉
永
七
甲
寅
二
月
十
三
日 

 
 

郡
山 

洞
泉
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 

表
向 

四
月
十
三
日
（
大
過
去
帳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

」 

 
 
 

ま
た
柳
澤
保
徳
氏
講
演
「
柳
沢
保
申
と
幕
末
の
郡
山
藩
」
に
よ
れ
ば
「
島
ケ
原
村
岩
佐
家
文
書
」
に

は
「
江
戸
表
へ
御
下
リ
ニ
付
、
當
六
月
十
四
日
郡
山
御
発
駕
・
・
・
同
夜
大
地
震
ニ
而
外
ニ
而
夜
明 

 

 
 
 

シ
致
シ
・
・
・
廿
三
日
朝
迄
御
止
宿
ニ
相
成
候
」
と
あ
る
が
、
塚
田
代
官
記
録
に
は
発
駕
に
関
す
る

記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 
 

 

一 

弐
度
目
御
出
夕
八
半
時
過
、
御
供
揃
ニ
而

御
用
番
内
藤
紀
伊
守
様
江

御
直
勤

被
為
遊
候
、
右
者

御
馬
御
拝
領
ニ

付
、
即
刻 

御
帰
殿 

 （
注
）
御
用
番
老
中
内
藤
紀
伊
守
に
つ
い
て
は
、
２
９
十
月
九
日
・
６
０
四
月
十
三
日
（
注
）
参
照
。 

 
 

 

 

一 

四
月
十
七
日 

晴 

６
３ 

 
 

 

五
半
時
御
供
揃
ニ
而

、
上
野 

 
 

 

御
宮 

 
 

 

惣
御
霊
屋 

 
 

 

日
光
御
門
主
様
被
為
入
候
、
寒
松
院
ニ
而

御
支
度
被
為
遊
候
、
夫
ゟ
酒
井

左
衛
門
尉
様
・
小
笠
原
大
膳
太
夫
様
・
松
平
丹
波
守
様
・
奥
平
大
膳
太
夫

様
江

為
御
暇
乞
被
為
入
候
、
八
半
時 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
上
野
へ
附
割
子 

 

（
注
）
前
年
之
４
四
月
三
日
と
類
似
の
面
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
た
だ
し 

 
 

酒
井
左
衛
門
尉
忠
発
に
続
く
忠
寛
は
文
久
二
年
九
月
急
死
し
、
忠
篤
に
代
わ
っ
て
い
る
。
、 

 
 

松
平
左
衛
門
尉
と
松
平
丹
波
守
が
入
替
っ
て
い
る
が
、
丹
波
守
は
松
本
六
万
石
藩
主
光
則
と
思
わ
れ 

る
。
同
条
（
注
）
参
照
。 

  

一 

四
月
十
八
日 

晴 

 
 
 

殿
様
五
時
御
供
揃
ニ
而

、
榊
原
式
部
太
夫
様
・
水
戸
様
・
駒
込
龍
華
庵
ニ
而

御
支
度
被
為
遊
、
御
帰
懸
ケ
本
多
越
中
守
様
へ
為
御
暇
乞
被
為
入
候 

 
 

 

御
帰
殿
八
半
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

６
４ 

 
 
 
 

但
し
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段
、 

御
供
先
別
条
無
之
段
御
年
寄
中
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

割
子
駒
込
江

四
時
参
着 

 

（
注
）
榊
原
式
部
太
夫
（
大
輔
）
は
高
田
十
五
万
石
藩
主
政
敬
で
文
久
元
年
八
月
継
承
。
本
多
越
中
守
は
泉
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二
万
石
藩
主
忠
紀
と
思
わ
れ
、
継
室
が
三
日
市
藩
か
ら
出
て
い
る
。 

  
一 

四
月
十
九
日 

晴 

 
 
 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
芝
惣
御
霊
屋
・
安
国
殿
・
方
丈
・
月
界
院
江

御
立
寄
、

夫
ゟ
光
林
寺
・
芝
御
屋
敷
本
遊
院
様
江

為
御
暇
乞
被
為
入
候
、
夜
六
半
時

御
帰
殿 

 
 
 
 

但
、
割
子
四
時
・
八
時
両
度
、
芝
御
屋
敷
へ 

 

（
注
）
光
林
寺
は 

３
１
十
月
廿
一
日
（
注
）
参
照
。 

  

一 

四
月
廿
一
日 

雨
桐
油
着 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
為
御
暇
乞 

 
 
 
 

小
笠
原
佐
渡
守
様 

 
 
 
 

松
平
美
濃
守
様 

 
 
 
 

稲
垣
信
濃
守
様 

 
 
 
 

尾
州
様 

６
５ 

 
 
 
 

月
桂
寺 

御
支
度 

 
 
 
 

紀
州
様 

 
 
 
 

戸
田
采
女
正
様 

 
 
 
 

南
部
遠
江
守
様 

 
 
 
 

真
田
信
濃
守
様
江 

 
 
 

被
為
入
候
、
八
半
時 

 

御
帰
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
口 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 
 
 
 

但
、
殿
様
益
御
機
嫌
能
御
帰
被
為
遊
候
段 

御
年
寄
へ
申
達
候 

 
 
 
 
 
 

割
子
月
桂
寺
へ
四
時
参
着 

 

（
注
）
こ
れ
ら
藩
主
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
（
１
４
一
部
再
掲
） 

小
笠
原
佐
渡
守 

唐
津
六
万
石
第
五
代
藩
主
長
国
、
先
代
長
和
は
祖
父
保
泰
の
子
で
あ
っ
た
。 

松
平
美
濃
守 

 

福
岡
四
十
七
万
石
第
十
一
代
藩
主
（
黒
田
）
長
博
、
真
華
院
淑
子
と
兄
妹
関
係
。 

 
 

稲
垣
信
濃
守 

 

鳥
羽
三
万
石
藩
主
長
明
、
柳
澤
家
と
の
特
段
の
関
係
は
不
明
。 

戸
田
采
女
正 

 

大
垣
十
万
石
第
十
代
藩
主
氏
彬
、
先
代
氏
正
の
正
室
親
子
が
、
真
華
院
と
姉
妹
関
係
。 

ま
た
第
七
代
氏
教
（
老
中
）
の
娘
貞
子
が
、
郡
山
藩
四
代
保
泰
の
正
室
で
あ
る
。 

    

南
部
遠
江
守 

 

八
戸
二
万
石
第
九
代
藩
主
信
順
、
真
華
院
淑
子
と
兄
妹
関
係
。 

 

真
田
信
濃
守 

 

松
代
十
万
石
第
九
代
藩
主
幸
教
、
で
あ
る
。
真
田
家
と
柳
澤
家
の
関
係
詳
細
は
、 

 

六
月
廿
八
日
（
注
）
参
照
。 

  

一 

四
月
廿
四
日 

雨 

 
 

 

御
道
中
召
御
乗
物
、
新
規
出
来
栄
見
分
有
之
候
ニ

付
、
罷
出
見
分
相
済
申

候 

  

一 

五
月
三
日 

晴 

 
 

 

五
時
御
供
揃
ニ
而

、
為
御
暇
乞 

 
 
 
 

水
野
和
泉
守
様 

 
 

 
 

松
平
豊
前
守
様 

 
 
 
 

板
倉
周
防
守
様 

 
 
 
 

内
藤
紀
伊
守
様 

 
 
 
 

久
世
大
和
守
様 

 
 

 
被
為
入
候
、
四
時 

 

御
帰
殿 

 

（
注
）
文
久
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
老
中
職
は
次
の
通
り 

 
 
 

〇
内
藤
紀
伊
守
信
親 

 

村
上
藩 

 
 

嘉
永
四
年
十
一
月
～
文
久
二
年
五
月 
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安
藤
對
馬
守
信
正 

 

磐
城
平
藩 

 

安
政
七
年
一
月
～
文
久
二
年
四
月 

 
 
 

〇
久
世
大
和
守
広
周 

 

関
宿
藩 

 
 

安
政
七
年
閏
三
月
～
文
久
二
年
六
月 

 
 
 
 

本
多
美
濃
守
忠
民 

 

岡
崎
藩 

 
 

万
延
元
年
六
月
～
文
久
二
年
三
月 

 
 
 

〇
松
平
豊
前
守
信
義 

 

亀
山
藩 

 
 

万
延
元
年
十
二
月
～
文
久
三
年
九
月 

 
 
 

〇
水
野
和
泉
守
忠
精 

 

山
形
藩 

 
 

文
久
二
年
三
月
～
慶
応
二
年
六
月 

 
 
 

〇
板
倉
周
防
守
勝
静 

 

松
山
藩 

 
 

文
久
二
年
三
月
～
元
治
元
年
六
月 

 
 
 
 

脇
坂
中
務
大
輔
安
宅 

龍
野
藩 

 
 

文
久
二
年
五
月
～
文
久
二
年
九
月 

 
 
 
 

小
笠
原
図
書
頭
長
行 
唐
津
藩 

 
 

文
久
二
年
九
月
～
文
久
三
年
六
月 

 
 
 
 

井
上
河
内
守
正
直 

 

浜
松
藩 

 
 

文
久
二
年
十
月
～
元
治
元
年
七
月 

 
 

 
 

太
田
備
中
守
資
始 

 

掛
川
藩 

 
 

文
久
三
年
四
月
～
文
久
三
年
五
月 

 
 
 

 

酒
井
雅
樂
頭
忠
績 

 

姫
路
藩 

 
 

文
久
三
年
六
月
～
元
治
元
年
六
月 

 
 
 
 

有
馬
遠
江
守
道
純 

 

丸
岡
藩 

 
 

文
久
三
年
七
月
～
元
治
元
年
四
月 

 
 
 
 

牧
野
備
前
守
忠
恭 

 

長
岡
藩 

 
 

文
久
三
年
九
月
～
慶
応
元
年
四
月 

 
 
 
 

 

 

一 

今
日
御
勤
仕
舞
ニ

付
、 

 
 
 

御
意
之
上
、
御
酒
・
御
肴
二
種
被
下
之 

 
 
 
 

但
、
御
帰
懸
ケ
ニ

稲
荷
御
参
詣
被
為
遊
候 

  

一 

五
月
四
日 

晴 

 
 
 

殿
様
益
御
機
嫌
能
、
六
半
時
過
御
發
駕
被
為
遊
候 

 
 
 
 

私
共
、
帰
番
被
仰
付
候 

 
 
 

御
出
数
惣
〆
四
拾
弐 

 

（
注
）
以
上
が
保
申
の
入
部
発
駕
ま
で
の
記
録
で
あ
る
が
、
豊
田
家
文
書
「
御
用
留
」
に
は
入
部
時
の
記
録 

が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
記
す
。 

 
 
 

「
来
ル
十
九
日
御
城
着
被
遊
候
ニ
付
、
昼
九
ツ
時
揃
御
槍
奉
行
以
上
麻
上
下
着
、
御
屋
形
江
可
被
相
揃
候
、
御
着
之
節
ハ
鉄 

御
門
内
江
罷
出
、
御
入
相
済
御
屋
形
江
可
被
相
揃
候
、
右
以
下
御
徒
士
並
以
上
麻
上
下
着
、
右
刻
限
五
軒
屋
敷
前
江

相
揃
、 

御
着
以
後
御
屋
形
江
可
被
罷
出
候 

３
７ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

但
御
槍
奉
行
以
上
其
以
下
共
ニ
御
目
見
相
済
候
、
嫡
子
者
諸
士
一
同
ニ
五
軒
屋
敷
前
江
可
罷
出
候
、
御
着
以
後
登
城
不
及
候 

一 

鍛
冶
町
大
門
ゟ
本
町
通
堺
町
柳
御
門
江
被
為
入
候
、
御
通
筋
御
家
中
屋
敷
大
門
開
置
可
申
候
、
窓
蓋
ニ
不
及
候
、
尤 

数
手
桶
差
出
ニ
不
及
候 

一 

火
之
元
別
而
念
入
候
様
支
配
并
下
々
迄
急
度
可
被
申
付
候 

 
 
 
 
 

右
之
趣
相
觸
候
様
薮
忠
左
衛
門
殿
被
仰
渡
候
、
支
配
有
之
面

者々
御
通
達
可
有
之
候 

以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

茂
木
亭
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 
 

お
そ
ら
く
こ
の
文
久
二
年
五
月
の
入
部
道
中
記
録
の
纏
め
が
阿
部
家
文
書
２
１
「
文
久
三
年
正
月 

殿 

様
御
同
中
御
休
泊
御
建
場
被
下
等
覚
」
で
あ
り
、
こ
の
保
申
入
部
発
駕
の
約
一
年
後
、
文
久
三
年
四
月 

三
日
に
真
華
院
淑
子
の
帰
郡
発
輿
記
録
が
阿
部
家
文
書
２
２
「
文
久
三
年
真
華
院
様
御
発
輿
申
合
帳
」 

と
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
完
） 

    


